
アメリカ現代詩の 〈セステイーナ〉  

一一その現状と意義一承前  

森 田  孟   

次のDavidW房ahnの作品は，語り手が，今は成長して男の子もいる息子  

に心の中で呼びかけている詩である。彼は，森林の夜のキャンプ場で病弱な我  

が子を気遣っている息子の様子に，その息子が少年だった頃のかつての自分た  

ち親子の姿を重ね合わせながら，時間と空間，人と物，生と死，世代と世代の  

正体・佗置付けへと，情趣豊かに思いを馳せる。合衆回南西部アリゾナの森林  

地の湖に見える現在時点の浮き家は，光と乱 昔と静寂の対比の中に，過去の  

合衆国東部ニューイングランドの海岸にあった浮き家を喚起して，この世の静  

と動に対する思索を読者に促し，情感溢れる描写と語り口共々，感銘深い。  

Flo且tinglIotl＄  

Thenightmistleave＄uSyearningfbranewlocation  

tothingsimpossiblystationary，  

thewaythey’doncefloathouses  

madefromdismantledships，bra畠6andtimber，  

fromPlymouth，Massachusetts，aCrO眉畠the60und  

toWhiteHor畠eBeach．Youwereonlyaboy．  

YearSlater，gaElngOuttOtheredbuoys  

Oftheharbor，yOuSO11ghttho＄ehouBeS，eaChthelocation  

Ofyourchildhood’send．Jon，Imakethi＄allsound  

toocomplex．Ourviewoftimeisstationary，  

alongpredictionofremorse．We’redrinkingintimber，  

eampingahoveT11CSOn，Arizona．Be）ow，thelmuses   
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arevaguepoint呂Oflight，describingagriefyou’vehoused  

Sincewatchingthosebuildingscareenonwater，aboy  

too＄ullenfbryourfather，Sotheaspenscreakliketimber  

inanagingsloop．Theotherssleep．Youlocate  

thefigureofyourson，畠mal1andstationary，  

buttellmehe’lldieyoung，bodyunsound，  

achildhooddiabetic．Thebourbonmakesyousound  

entranCedrtothinkonedayyou’11returntothehouse  

to且ndthatyou’veoutlivedhim，maybetheradiostation  

playingsomepopu）arsong．Outlivingtheboy，  

you’1loutliveyourself．Drunk，We’velo呂tOurlocation・  

Ishinemyflashlightto缶ndtheothers．Thetimbre  

Ofyourvoicegrowsslack．Leavesandtimber  

rustleintheI）rOmiseofrain，inthesound  

ofdiBtantthunderthat，1ikedeath，hasnolocation．  

Below，relentle風SCloudswillcoverhouBeS．  

Thecampfiresputters，thengrows，b110yed  

bywind，Ourbodiestheonlythingsstatiollary．  

BecauBeOfdeath，OurSmall，un呂tationary  

livesbecomenaITatil）nraChildislo呂tintimber  

inafhblewhennightapproaches．Theboy  

can’teveIl畠eehi呂hands，Onlyowi－Cry，thesound  

Ofhi畠heart．Butsoontheaspenspart，thehouses  

Ofhisvillageappear，theirlocation  

preciBeandconsoling．He’sstationary，nOtaSOund  

frombelow．Beyondthetimber，floatinghouses．  

Andtherehispapa’呂1antern，alighttheboycanlocate．  

DavidWqjahn（1953－）   
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浮き寮  

夜露は新しい場所を埠りに求めさせるものだ  

遠方もなく静止したものへの場所を  

かつて浮き家が造られたように  

それは取り壊Lた船の 真鋳や木材からだった  

マサチューセッツ州プリマスから 海峡の向うの  

「白馬浜」へかけてだった。君はほんの少年だった。  

何年も後になって 港の亦い浮標の数々を  

凝視Lながら 君はあの家々を探Lた 各々が場所  

だったのだ 君の子供時代の終りの。ジョン，私はこれをすっかり思わせてい   

るね  

余りにも複雑に。我々の時間の見方は静止しており  

後悔の長い予報なのだ。我々は森林地で酒を飲んでおり  

アリゾナ州タクソンの上方で野営Lている。下方では家々が  

ぽんやりと光の点々となり，君が抱いてきた悲しみを表わしている，  

水上で傾いているあの家々を見詰めた時以来の，当時は少年だったね  

父親にはとても不気嫌な。それで老朽Lてゆく一本マスト縦帆船の木材のよう   

に  

アメリカヤマナラシは軌んでいるし．他の者たちは眠っている。君は突き止め   

る，  

息子の姿が，小さくて静止していると，  

だが私には，あの子は若死する 健康な身体ではないのでなどと言う  

小児糖尿病なのだと。バーボンウイスキーが君に我を忘れさせるようだ  

或る日帰宅Lてみると 息子に  

先立たれていることが分り，恐らくラジオ局は  

何か評判の歌を流していることだろうと考えて。少年より長生きすることで  

君は自分自身より長生きするのだ。酔って，我々は自分の居所が判らなくなっ   

てLまった。  

私は懐中電灯を照らして他の人々を探そうとする。君の声の音色は   



森 因  孟  

弱々しく元気がなくなる。木々の菓と樹木は  

雨を予告してさらさら鳴り 遠雷の音の中でも鳴るが  

それは死のように しかとは場所が分らないのだ。  

下方では 容赦なく雪が家々を被うことだろう。  

野営の薫り火は爆ぜ堪り，それから燃え上り勢いづけられるが  

それは風によってであり，我々の身体だけは静止している。  

死の故に 我々の小さな 静止することのない  

生命は物語になる一寓話の中では森で  

子供が迷い子になる，凌が近づくと。その少年には  

自分の手も見えない。唯，真の叫び声だけ，声は  

彼の心臓のだけ。だが間もなくそのアメリカヤマナラシは離れ，家々が  

彼の村のが，姿を現わL その位置は  

正確でJL、が慰められる。彼は静止している，物音一つ  

下からは聞こえない。森の彼方には 浮いている家々が。  

そLてそこに現われるのだ，彼の父親の灯火が，その少年が位置を見分けられ   

る光が。  

鍵語の配置法は，くセステイーナ〉 の正式の型を踏襲しているが，各鍵語は  

形体，意味共々自在に駆使されている。）ocationは，動詞locateを，Station－  

aryは．否定形unstationaryの他にも音の似ている異語stationを，houses  

は，単数形の他に動詞houseを．timberは，木材，樹木，森林と意味を少し  

ずつ異なる使い方で用いる他，同音の異語timbre「音色」を，SOundは，全  

く同型の語を名詞（「海峡」と「音」との二つの異なる意味で），動詞「…に思  

われる」，形容詞「健全な」と使い分ける他に否定形の形容詞unsoundを，boy  

は，同音異語のbuoyとその動詞形過去分詞を，それぞれ代替語として使って  

いる。  

次に，詩節の編成に変化をつけた作品二篇がある。WilliamLoganの詩は，  

六行六連迫連無しの くセステイーナ〉 を，四行九連の詩型に編成し直し，六語  

の鍵語とその配列順は，正式の型を，順ぐりに正確に踏襲Lている。鍵語は，  

measure，mOdel（名詞の複数形，動詞，形容詞），Stands（不定詞形，under・   
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stands），Perfbct（形容詞，動言札imperfbct），SeW（過去取 過去分詞形，  

同音異語のso）及び，bonesの六語で，それぞれ括弧内に示したような変容  

が見られる。詩節の区切りが変えられると，全体の印象がずい分変わるもので  

あるのに改めて驚かされる。  

Tatianalialat畠Chova  

OnIyawomanofthismeasure  

Suitstheindustrymodel．  

Amongtheheadlesstorsosshestands  

UnyieldingandcalmasapeI髄ct  

Saintabouttobeburned，aStheysew  

Theclotharound herboTleS  

UnlikeallyOneelse’sbones，  

Beingnoble，Russian，ameaSure  

Fora11thedressestobe sewTl  

Inhercommon畠ize．Whenshemodels，  

ThedesignersbecomeaccustDmedtotheperfect  

Blondepostureherbodytakesasitstands  

lntheirdresses．Sheunder＄tand畠  

Thesatishctioninbones  

Thatyeartoyearperftct  

Theirproportions．Takehermeasure：  

Fromittheyhavemademannequins，mOdels  

Namedfbradeadczar’sdaughter，Whosewed  

A昌hersistersand servants sewed  

Rubiesintopillows，andthenweremadetostand  

Intheba＄ementtObebloodiedbythemodel   
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Soldierswhopouredacidontheirbones・  

ThisTatianadancestoadiffbrentmeasure，  

Thehemanddrapeofperfbct  

Design．Sheneednotper砧ct  

Thetechnique畠OfthepeaSant，tOSeW  

Boltandboltofclothwithoutmeasure，  

ToharvestthecoIlnWhenitstands，  

Tofindinachickenthebones  

Thin asthebonesofamodel．  

Butanywoman，Whetheramodel  

Toindustryorblessedwithlmperfbct  

ProportioIIS，lmowsthatsklnwi）lweakenherbonesl  

Whentheczarismurdered，1etitnoteIldso  

Quickly，Bhemig・htsay，unlesssheunderstands  

Ti1atSilenceisitselfalTleaSure．  

－WilliamLDgan（1950‾）  

タチアナ・カラチョウヴァ  

この寸法の女性しか  

産業規格のモデルには適しくない。  

頭部のない胸像の間に彼女は立つ  

断固として穏やかに，完璧な  

聖人が焼殺される時のように，裁縫師が縫ってゆく時に  

彼女の身体の周りの布を，その間  

他の誰の身体とも違って  

気高く，ロシア人で，或る寸法なので   

それに合わせて全ての衣裳が縫われるのだが   
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それが彼女の通常のサイズなのだ。彼女がモデルをする時には  

デザイナーたちは 完重なブロンドの姿態に  

慣れているのだ 彼女の身体が立って示すのは  

自分たちの作った衣裳なのだから。妓女には判っている  

身体が満足の鼠二なっているのが  

年々完璧にしてゆくのだから  

各々の部分の均整を。績女の寸法を採ればよいのだ，  

それからマネキンが，模型が，造られ  

亡くなった皇帝の娘の名を取って名付けられる，彼女は縫ったのだ  

姉妹ヤ召使いたちがルビーを縫い込んで  

枕を作ったように，そしてそれから彼女たちは立たされたのだった  

地下室に，そこは模範的な兵士たちによって血で汚されることに  

なったのだが，彼らは彼女たちの身体に醸を注いだのだ。  

このタチアナは 違う寸法に合わせてくるくる踊った  

■、q 緑や垂れ具合の完皇な  

意匠を見せて。彼女には完璧にする必要はない  

小作農の技術を，縫うのに  

布の一巻き一巻きを寸法を取らずにすませたり  

トウモロコシが突き立っているのを刈り取ったり  

鶏の中に身体つきを見つけたりする技術を，  

モデルの身体のように細っそりした骨のをだが。  

Lかし女性なら誰でも 産業に合うモデルにしろ  

不尭全な均整にしか恵まれていない  

にしろ 知っているのだ 皮膚が身体つきを弱くすることは。  

皇帝が殺される時，そんなに素早く終らせないで  

と彼女なら言うかも知れない，もし彼女が弁えていなければだが  

沈黙はそれ自体 行動だということを。   
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亡命してきた帝政ロシアの貴族の娘か，その末裔，あるいは，そういう雰囲  

気を漂わす気高いロシア美人のタチアナ・カラチョウヴアは，産業規格の衣裳  

モデルとして，理想的なブロンドの姿態を持つ。その彼女への讃美である。そ  

こに，彼女も過去において全く無関係ではなかったかも知れない帝政ロシア崩  

壊時の状況を匂わすイメージを重ね合わせて歴史の厚みと重きとでもいうもの  

を，しかし軽妙に感じさせて，美事な作品であろう。   

帝人速から最終連にかけて，「女性なら誰でも・＝…皮膚が身体つきを弱くす  

ることは知っている」とある。皮膚，肌は身体つき，骨格を弱める，とはどう  

いう意味か。女性には分るものらしいので，簡単に判明すると思い，英語を母  

国語とする女性も含めてしかるべき女性何人かに訊ねたが，全てお手上げだっ  

た。ただ一人，さすがにSheila Roberts教授l〕だけは，難解な行だと言いな  

がらも自らの解釈を示してくれた。   

店の前のマネキンの塑像に縫い付けられている布と，生身の女性の肉体の上  

に「縫い付けられている」皮膚とを，この詩人は差別しているのだと思う。店  

頭のマネキンの身体の人造物質は衰えることはなくても，人体の皮膚は衰える  

のであり，皮膚がそうだから骨格も弱められるのだ，というものだろう。この  

解の正しさに確信はないが（と彼女は謙遜している）これに続く行「…そんな  

に早く終らせないで，と彼女なら言うかも知れない，云々」は，時の経過と死  

の突然さとに言及しているように私には思われるから，と，Roberts教授は言  

う。   

改めて解釈を求められたりすると，成る程このように理詰めに，アメリカ人  

の文学の教師だと説明するものか。Roberts氏は，氏自身が詩人で小説家でも  

あるが，如何にもニュークリティシズム風の解だと筆者は感JL、した。マネキン  

に着せられている布と，人体の肌との対比に（作品全体の脈絡では当然そうあ  

るべきかも知れないが）当方は思い到らなかったので日を開かれた思いだった  

が，実はもっと簡単に考えていた。   

どの女性も知っている，とこの詩は言っているので，女性ならすぐ思い当る  

ことなのだろうと，試みに女性の見解を質してみた，というのが真相だが，当  

方がこの詩の思う壷に蹴ってしまったのかも知れない。   

この詩行の前で述べられているのは，モデルのタチアナにはかつての小作農  

の女性たちが日常生活に必要としたような技術を完璧に物にするには及ばない  

のだ，ということである。鶏を触っただけで骨格が細い（ということは肉が多  

いということだろう，外見だけで肉付きの実状は判りにくいのだろう）と判る   
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（のにもある種の技術が要るのだろう）要はないのだ，とあって，「しかL，  

女性なら誰でも…」と来る。“Skin andbone（s），，（骨と皮ばかりに痩せた人）  

という成句もあり，“Skin”とくれば“bnes”と連想が働くのではあるまいか。  

モデルなら誰でも紳そり（thin）としていたいだろう。だが，無理に痩せれば  

体力は弱まろう。本稿の筆者は．そういう意味かと単純に今は受け取っている。  

後続の詩行と直接の関係はあるまい。詩とは各行が，全てそんなに次々と密接  

に関係づけられて成り立つものではなく，相当の飛躍や，無関係な部分部分の  

唐突な衝突，組み合わせによっても成立するのである。この詩の最後の三行は，  

第五，六連辺りへ連想で繋がるものだろうが，最終行の「沈黙はそれ自体，一  

つの行動（と，単数．形の“mea呂ure”を解した）だ」は，この詩の眼月の一つ  

だと思われる。タチアナは，この命題を体得している物静かな女性なのだ。い  

ずれにしろ，素晴らLいセステイーナだ，とRoberts教授も認めている。  

次のAlbe止ORiosの作品も，女性の固有名詞が標題になっており，六行六  

連体が18行二連に編成され，迫連も付いていて，行末鍵語の配列は，正式のくセ  

ステイーナ〉 になっている。その行末語は全て同じものを反復していて，伝統  

を踏襲しており，現代詩としてはむしろ珍Lい。  

Ⅳani  

Sittingathertable，Sheserves  

thesopadearroztome  

instinetively，andIwatchher，  

theabsolutemam孟，andeatwords  

Imighthavehadto息aymOre  

DUtOfembarrassment．ToBpeak，  

nowu鈷reignwordsIusedto展Peak，  

too，dribl〕1edownhermouthasslleSerVeS  

mealb6ndigas．Nomore  

thanathirdareeasytome．  

BythestDVeShedoessomethingwithwordB  

andlooksatmeonlywithher  

baek．Iamfu11．Ite11her   
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Itastethemint，andwatchherspeak  

Smilesatthestove．Allmywords  

makehersmile．Nanineverserves  

herselfこsheonlywatchesme  

withherskin，herhair．Iask砧rmore．  

Iwatchthemam畠warm1ngmOre  
tortillasfbrme．Iwatchher  

触gersinthef）amefbrme．  

Nearhermouth，Iseeawrinkle＄peak  

Ofamanwhosebodyserv  

theantBlike畠heserveSme，thenmorewoTds  

frommorewrinklesaboutchildren，WOrds  

aboutthisandthat†fl0wingmore  

eaBilyfromtheseothermo11ths．Eachserves  

a呂atremendou呂Stringaroundher，  

holdinghertogether．Theyspeak  

naniwas this andthat to me  

andIwonderj11Sthowmuchofme  

wi11diewithher，Whatwerethewords  

Icouldhavebeen，WaS．Herinsidesspeak  

throughahundredwrinkles，nOW，mOre  

thanshecanbear．Steelaroundher，  

Shouting，then，WhatisthisthingsheseⅣeS？  

SheaskBmeifIwantmore．  

Iownnowordstostopher．  

EvenbeforeI呂peak，Sheserve呂．  

AlbertoRios（1952）   

ナ  ニ  

食卓に坐って 彼女は給仕してくれる  
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ソーパ・ド■アロスを私に  

本能のままに，それで私は彼女を見詰める  

その紛れもない かあさんを，そLて吉葉を呑み込む  

もつと言うべきだったかも知れないが  

当惑から。話すこと，  

私がいつも詣Lていた今や外国語になった言葉  

もまた，彼女の口から滴り落ちる，彼女が給仕して  

私にアルポンデイガスを出Lてくれる時に。唯  

三分の一だけで私にはいいのだが。  

ストーブの傍で彼女は吉葉をかけながら何かをL，  

彼女の背中だけで私を  

見る。私は満腹する。私は彼女に言う  

薄荷の匂いがするねと，そLて彼女が話しかけて  

ストーヴを見ながら微笑むのを見詰める。私の吉葉はいずれも  

彼女を微笑させる。ナニは決して 給仕して  

自分で食べたりはしない，彼女は唯 私を見つめるだけ  

その肌で，髪で。私はもっと欲しいと言う。  

11  

私はこの かあさんが もっとトルティーヤを  

私のために温めてくれるのを見つめる。私は彼女の  

指が 私のために炎の中で動くのを見詰める。  

彼女の口の近くに 私は敏が話すのを見る  

一人の男について，その身体が蟻の餌になるのだと  

いう，彼女が私に給仕してくれるような具合にと，それから一層多くの言葉が  

子供たちについてもっと多くの披から語られるのを見る，吉葉が  

あれこれについてもっと容易に流れてくる  

これら他の口々から。各々が役立っているのだ  

彼女を取り巻く途方もない経として  

彼女をしっかり縛っている。人々は話すのだ  

ナニは私にとってこれでありあれであると  

それで私は思うのだ 私のうちの一体どれ位が  

彼女と共に死ぬだろうかと，言葉は何だったのだろうか  

私がこれまでなってきた，過去にそうだった言葉とは。彼女の内部は話すのだ   
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何百という故によって，今はもっと  

比ポ上 紙女に耐えられない程に，彼女の周りの鋼を，  
それから叫ぶのだ，彼女が給仕してくれるこのものは何なのかと。  

彼女は私に もっと欲Lいかと訊ねる。  

彼女をとめる言葉が私にはない。  

私が話さないうちに，彼女は給仕してくれる。  

この詩人は，アリゾナ生れのアリゾナ育ち，アリゾナで教育を受け，アリゾ  

ナに住み続けてアリゾナ州立大で教鞭を執っている。メキシコ異なのだろう。  

この詩の「私」の今は外国語になった言葉とはスペイン語で，この母親はスペ  

イン語が母語，英語は余り使えないのだろうか。息子の，母親讃歌だが，言葉  

の問題も主題であろう。行末語の，SerVe＄，me，her，mOre，WOrds，SPeak  

は，美事に作品そのものの主題を暗示しているだろう。ある日の母と息子の姿  

が，簡明・素朴な味わいのうちに生き生きと描き出されている任篇である。  

異型セステイーナとして．ぐ二つ折り・半セステイーナ〉 が一篇ある。二行  

七連体の，GeorgeStarbuckの作品を次に見てみよう。鍵語の三語，「郡」「ア  

イオワ」「病院」が，目指す病院を訊ねて走り因っている婦人たちの乗る車と  

共に，めまぐるLく読者の脳裡に心象として回転する軽妙な作だ。  

Do11ble S脚mi－Se畠tin且  

ABmallfbrelgnCarfu1loffhrm1adiesfromJone6County  

IowaisdrivingaroundthestreetsofIowaCityIowa  

aski叫gateVeryOpenCarwindowfbrtheSt．Patrick’sHo眉pital．  

YoumeanMercy，WeSay．Weknowthere’saMercyHospital  

alongwiththeVeteran’sHospital，theJohn呂OnCounty  

Home，andtheseveraIUniversityofIowa  

HospitalsinthevicinityofIowaCityIowa  

butnoneofushasheardofaSt．Patrick＞sHospital．   
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Theydriveon．LlkelytheytriedatMercy．Thecounty  

13  

n11mbeTis亡IntheiTlicenseplate．JonesCotlnty．  

TheWaps）PlniconRiver．StoneCityIowa．  

Slowlywethinktoolate，Psychop且thicHospital，  

SomebodymusthavesaidPsychopathicHospital・  

OhDwayneifitain’trworkedout，ifthey’vetakenyouoffcounty  

andlockedyouupsomewheretheytellyouisIowaCityIowa；  

SharonifallyoukIlOWintheworldlSCascadeIowa  

andthisisn’tCascadeIowa：Mickifthehospita）  

twoStepkeepsovercrowdingyoursavedvacat・ioninCounty  

Clare；Patience：thecouIlty  

WOmenfblkareinIowaCltyIowa  

askingfbryouandfortheSt．Patrick’sHospita）．  

nGeorgeStarbuck（193卜）  

二つ折り・半セステイーナ  

アイオワのジョーンズ郡から 農婦を満載した一台の小型  

外国車が アイオワ州アイオワ市の街路を走り回っている  

車という草の開いた窓に 聖バトリック病院はどこかと訊ねながら。  

マーシー のことかと，我々は言う。マーシー病院があることは知っている。  

退役軍人病院，ジョンソン郡  

療養所，及び幾つかのアイオワ大学  

病院と共に アイオワ州アイオワ市の近郊にあることは  

だが我々の誰も 聖バトリック病院のことなど聞いたことなかった。  

彼女らは車を走らせてゆく。同じようにマーシーでも試みた。その郡の   
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数字が彼女たちの車の番号札に書いてある。ジョーンズ郡。  

ワプシピニコン河。アイオワ州ストーン市。  

ゆっくりと我々は遅きにすぎたが考える，精神病院を。  

誰かは精神病院を言ったに相違ない。  

おお，ドゥェインよ，もしそれが駄目で，もし郡の外へ行かせられて  

どこかへ閉じ込められるとしたら 人々が教えるのはアイオワ州アイオワ市   

だ，  

シヤロンよ，もしこの世で知っているのがキャスケイド・アイオワだけなら  

これはキヤスケイド・アイオワではない，ミックよ，もLその病院が  

二拍子のダンス歩調で 君の取っておいた休暇をクレア郡で  

人で溢れさせるなら 忍耐だ。その都の  

婦人連は アイオワ州アイオワ市にいて  

君とその聖パトリック病院とを 訊ね続けている。  

以上で計十篇，PhilipDaceyとDavidJauss2Jが集めてくれた〈セステイー  

ナ〉 を見てきたが，彼らは更に五篇，この詩型の作品を集めてくれている。そ  

れらは先（本誌前号）にも述べたように筆者が既に別の所で詳しく才出訳紹介ず  

みなので，ここでは簡単に触れるに止める。   

まずElizabethl〕ishop（1911－79）の“Sestina”3Tがあった。“house”“gTand－  

mother”“child”“stove”“a）manac”“tears”を行末六語とする端麗な作品で，  

寒く陰欝に雨の降る北国の九月のある日が展開される。「家」の「ストーヴ」  

の傍で，年老いた「祖母」は「暦」の本を読みながら，早く両親を亡くしてし  

まった幼い孫娘の「子供」の守りをしながら，不愚の「涙」をこぼLている。  

Bishop白身の幼いRを繁栄とさせる感銘深い名作である。Bishopは生涯にも  

う一作，くセステイーナ〉 を発表Lている。“A Miracle fbr BreakfhBt”「朝食  

を蘭す奇蹟」で，これも既に本誌4で原作を付記して拙訳詳述した。“COf詣e”  

“crumb”“ba）cony”“miracle”“s11n”“river”を行末語として，「コーヒー」と「パ  

ン屑」とが，「太陽」と「川」の光の中で「露台」から生み出した「奇蹟」を  

現出した詩であった。   

DaceyとJaussの二人が収集してくれた作品に戻るが，Candice Warne   
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（1945）の“B）ackl］irdSestina”5」「ムクドリモドキのセステイーナ」がある。  

“blackbirds”“town，，“wind，，“tzlees”“snow”“down”を行末語にした端正な形  

の詩で，語り手が「風」に煽られ「雪」に降り包まれながら，昏れてゆく「木々」  

くだ の間を「ムクドリモドキ」に誘われるように「町」を目指Lて「下へ」障って  

ゆく，という美しい作品である。   

BarharaLefbowitz（1935r）の酒薄れた作品“EmilyDickin別〕n’sSeBtinafbr  

Molly Bloom’沌＝「モリー・ブルームヘのエミリー・デイキンソンのセステイー  

ナ」はどうだろう。Jame呂Joyceの勒占ぶeぷ（1922）の主要人物の一人モリー  

は．官能的なユダヤ人レオポルド（ユリシーズに相当する）の妻で，ペネロピー  

に当る。その彼女にエミリー・デイキンソン（1830－86）が寄せた詩，という  

体裁を探ったもの。“quartZ COntentment”「石英の満足」なるDickinson自  

身の詩句（第341番詩の中にある）まで使用して，デイキンソンの一作と『ユ  

リシーズ』の一節とを重ね合わせ，幅と奥行きを備えた作品に仕上げてある。  

行末語は，“madn朗S”“yes，’“night”“open”“wel）s’川others’’であるが種々の  

変容がそれぞれに騒きれていて，自在な現代詩になっている。   

あと二篇のうちの一つは，JohnAshbery（1927－）の“FarmIml））emcntsand  

Rl止abaga昌in a Landscape，，7．「とある風景の中の農器具とカブ′＼ボタン」で  

ある。作中，お馴染の漫画の登場人物たち，ポパイ，シーハッグ，ウインピー，  

スウイーピー，オリーヴ，そして，アリス・ザ・グーン，などが躍動する愉し  

い酒脱な詩で，行末語の“thunder”“apartment，’“countr〆’“pleaBant，，  

“scratched”“spinage”六語が，（セステイーナ〉の正確な配列で反復されてい  

る。現代の代表的な漫画を くセステイーナ〉 で生き生きと再現することで，こ  

の古風な伝統詩型を現代に鮮やかに廷らせたのである。アシュベリーの，この  

奔放華麗で複雑な作品とは対疏的ともいえるものがもう一篇ある。   

DonaldJustice（1925－）の，言葉少なくすっきりとした余情豊かな“Sestina：  

Herein Katmandu”Bl「ここ，カトマンヅ一にて」である。山を忘れられず，  

雪に視界を閉ぎされながら成すべきことが判った次第をも忘れられないので，  

カトマンヅ一に留っている，という「私たち」の表白が展開きれる。行末語は  

“mD11ntaill，，“do，，“doⅥn”‘～alley”“恥ⅦerS，＝‘snDⅦ”であるが，“do”だけが途  

中で類似昔の“dew”と“Katmand11”に代用される変容が施してある。そのせ  

いで，地名の「カトマンヅ岬」と「露」とが鮮明になり，「成す，する」とい  

う動詞も一層強調される仕組になっている。   

以上，既発義政に概要のみを示Lて言及した五篇を含めた計15篇が，Dacey   
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とJaussの共編書に収録されている（セステイーナ〉 である。その中の－一幕  

だった，あのCourtの奇抜な「妄想」〔本誌前号pp．38－4いが発表された詩  

誌〃瑚Cog軸e肋gα扇朋，Vol．14，No．1削は，「セステイーナと詩行・号」  

“Sestina and LinesIssue，，と銘打った，現代詩人たちの 〈セステイーナ〉特  

輯号で異彩を放つ。件の「妄想」を含めた計15篇が，本来の六行六連体（追連  

はあるのもないのも混在）の種々様々な 〈セステイーナ〉 であり，他に四行四  

連十二行で四語の行末語を使う“Qua止ina”（カルテイーナ）とでも呼ぶべき  

詩八篇と，「詩行なしのセステイーナ」と称する11行詩－u篇，それに二，三行  

詩や断章短詩行を集めている。簡単に目に触れる詩誌ではないので，次にこの  

中のくセステイーナ〉群を順に一瞥してみたい。  

＊  

L朗SOIl杜IrRefug8eS  

Nlmn’steacher，SPeakingEnglish，drawsaline  

Acrosstheblackboard，divide5itintoperfbct  

Thirds andwrites Past Present Ftlture  

Overeach．Nhon’BheadsagE；intofbldedarmS．Anothertense，  

“TodayIam．TomormwIwi11be．Andyesterday？’’  

Thest11dentBParrOtback，“Iwas．”Nhondrawscircle6  

0nthecoverofhisgTammarbook．Cjrcles  

Thatspinaroundandfillthemselves．Theteacherpoint＄tOtheline  

Again，Picksupthechalk，talkingmoreandmore．“Yesterday  

Lupesmile6atme，”Nhonthinks．“Herperfect  

EyeswiderthantheonesIleftathome．”‘EWhattenBe  

ishad？”theteacherlooksatNhon．“Future，”  

Ishi呂anSWerlikeadare．Pastandfuture  

Hadbeenrefugee畠injai1；Wadinginwetcirc）es  

Tonet熱血fbrtll（∋CロmmuJli占血ヲ．Th別弛WeretW（）tenSe  

Yearsofdaysaftertheyerasedtheline  

DividingNorthandSouth．Hestarvedfbrtheperfbct  

Momenttoescape；grabbeditlikeherLatinsmileyesterday．   
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Nowheblushesasiftodaywereyesterday．  

WouldhismotherliketheroundofLupe’seyes？”Yourfuture  

isgTeatinAmerica，”hismotheTSaid．“Thesediamonds，perfect  

Passage，TakeyoutoMalaysai．”ButThaiboatBhadcircled  

Themthe茄rstdayout．Theystolealljewels；madeallthegirlsline  

Upalongthedeck Tlmsepirateswouldripthecruci鼠ⅩhlOmLupe’stenE；e  

Brownthroat，WDuldcutherb11tt，OrLS，CrOWdherintotents  

Alongtheshorewithoutachangeofclot，hes．‘rYesterday  

lsawyoutwice…”theteachersayB．Nhonwatchesdowntheline  

Ofdesks；there’sachanceshe’1ItllrnarOund．“…inthefuture  

rmay呂eeyOuagain…”heimaginesthat呂hecircleB  

inherchairandwinks．‘‘…Thatpo呂呂ibilitycall呂Lbrtheperfect．  

Doyouunderstand？一Ihave＄eenyOu－preSentper鈷ct，  

See？”Teacher draws an arrowontheboard．“Thi昌tenSe  

Isusedfbrwhathashappenedand－’’Shecircles  

BacktocatchNhonleaningfromhisdesk．”Yesterday  

IwarnedyouaboutlisteTling，Nhon．Whatkindoffuture  

Willy（1uhavehere，ifyoucannotlearnthiEitenSe？”Lines  

Creasetheteachel・’sface．Nhon’BPeI髄ctpast）00k畠back．‘rYe6terday  

Ihaveseeshesmile．一 Goodten畠e，Gqodfuture十  

Right？”AndLupe’sgigglecirclesbacktohim，  

BeyondthiBClasBWhereminutestickinlines．  

－CaroIFli11t  

難民への操業  

ヌオンの先生は，英語を話Lながら，一本の線を引く  

黒板にすっと，それを分けて完全な  

三部分にして書く （過去〉 〈現在〉〈未来〉  

と各々の上に。ヌオンの頭は損み込む 組んだ両腕の中に。もう1つの時制。   
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「今日私はいます。明日私はいるでしょう。で 昨日は？」  

生徒たちは顆鵡適しに「私はいました」。ヌオンは円を描く  

自分の文法書の表紙に。円は  

ぐるっと回ってどれも円周が閉じる。先生は操を指し示して  

再びチョークを取り上げ ますます話し続ける。「昨日  

ループはぼくに微笑みかける」とヌオンは考える。「彼女の完全な  

両眼はぼくが故郷に残したのより大きい」「何時制  

ですかく持った〉 は7」と先生がヌオンを見る。「未来」  

と彼の答は挑戦のようだ。過去と未来  

難民たちは牢獄の中だった，濡れた円の中を捗りながら  

共産主義者たちに魚を網で捕ってやった。それは二つの緊迫した  

日々の年月だった，南北の分割線が  

消し去られてからは。彼は切望したのだ 完全な  

脱出の瞬間を，それをひっ掴んだのだ 彼女のラテン系の微笑のように昨日。  

今 彼は頬を赫らめる まるで今日が昨日ででもあるかのように。  

母はループの眼の丸いのが好きだったろうか？「あなたの未来は  

アメリカでは棄晴らLいのよ」と彼の母は言った。「これらのダイアモンドね，   

完全な  

移住よ。あなたをマレイサイへ連れてゆこう」。しかしタイの船が．耽り潮んで  

しまったのだ 最初の日にすっかり。宝石は全て略奪され 女性は皆一線に  

甲板に並ばせられた。この海賊共は十字架を裂き取ったのだ ループの緊張し   

た  

褐色の喉元から。彼女のボタンを取り，彼女を岸辺に並ぶテント  

の中へ押し込んだのだ，着替えも持たせず。「昨日  

私はあなたに二度会いましたよ…」。先生が言っている。ヌオンは一線に並ぶ  

机を見渡す。彼女が振り向く機会がある。「将来  

私はあなたに再び会えるかも知れない‥・」彼は彼女が椅子に座ったまま回って  

日くぼせをするのを想像する。「…その可能性は宋了を必要とします。   
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分りますか？‥・く私はあなたに会ったことがある）■‥現在完了形，  

いいですね」。先生は矢印を黒板に書く。「この時制は  

起きてLまったことを表わすのに使われます，そLて…」彼女はくるりと回っ   

て  

ヌオンが机から身体を逸しているのに気付く。「昨日  

あなたによく聞いているように注意しましたよ，ヌオン。どういう未来を  

あなたはここで経験するのでしようか．もしこの時制を苧ぺないなら」。線が  

幾本も先生の顔に敲を作る。ヌオンの尭全な過去が振り向く。「昨日  

ぽくは見ることがあった彼女微笑む←いい時制，いい未来¶  

いいですか？」そLてループのくすくす笑いがぐるっと績へと回ってくる，  

このクラスの向うでは 一分一分が線状にカナカナ時を刻んでいる。  

この詩誌の巻頭の一篇である。行末語は，品詞を変えて使っているものが三  

語ある他，“tenSe”は類似昔の異語“tents”を代替語にして，この語の現われ  

る文脈の衝撃性を強調している。難民の過去・現在・未来が円を描きながら読  

者に迫ってくるのも，行末語を反復Lて駆使するこの詩型の功績とすべきか。  

希望が見えないわけではないが，襟を正させられる作品であろう。行末語がこ  

の詩の真髄を凝縮して示している感がする。  

Chameleon  

（SixWordsbyPeterlqappert）  

“WheIlIwassix，Ilearnedaboutcolor－  

theEyeofGod，theredcarpetsinTurkey．Theleaves  

andt）lo呂SOmSOfal10neySuCklet】uShfilledtheair  

atthecornerOfmyfriend’shouse．Instrictimitation  

Ofadult5drinkingliqueurs，WeStuekourtongt）eS  

intotheflowers．Sleeple呂S，Iacquirednightvi8ion．  

Thenmyfhmilymoved．Iwasnotallowedpets．Avision，  

aneverpresenthorsewhosemaneandtailchangedco）or  

daytodaymadeiteasier，0urbridledtongues  

tranSlatedtobranches呂hedbyoldpalms，1eaves   
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bru血ingthegolfcoursebehindanAleeRamseyimitation，  

MyhoovesmemorizedtheFloridaair，  

OntoCharleston．Hurricanesbarelyinterruptedtheair．  

Adventurewasamatterofmosquitos，StrOnglegs，Sharpvision  

ThereIrelieduponasycamorefburfbetthick，animitation  

bronto＄aurattheriver’sedge，itsmottledtrunkthesamecoIDr  

astheemptyoystershellsbelow．Ididnotmis呂theleaves，  

Throughjourneyingmy砧etheeametongue呂．  

ThatendedinVirginia，WhereattenImettheprurienttongues  

Whosewhi呂perS，1aughter，lmveredintheafter－BChoolair，  

Irememberthinking，Isthiswhatitmeanstoleave  

Childhood？Ridinglessonsalteredthatoldvision，  

thatpower，tOSloppyyards，tOahelplessmountthecolor  

blooddriesto．Ihadtoaccepttheimitation，  

WhenmygirlfhendscopiedtheSeniors，itwasnotimitation．  

TheyfbundFrenchkissingtheper鮎ctwaytousetheirtongtleS，  

Weco－Ordinatedsweaters，Skirts，blouses，bycolor．  

Suchdesperatehopeslaybeneathourindi鮎rentair．  

Naturenarrowedtoanannualvision－  

treesturn）nginShenandoah，atriptroseetheleaves，”  

Itwilltakey¢arS．Icam卦eeherwhen与heleav朗  

CO11ege，afr且id．Shewillmarryherfather，畠imitation．  

Jiutsomewherethesolitudewill畠tunherwithavision．  

ShewillfhllfromllerIlOrSe，fallintothetongues  

Ofwomen，blackw且ter，thelightoflateSeptember且ir  

thatshecannotconfrontnow－Witheveryterriblecolor．  

Noflamingtongueswillcrownherassheleaves，  

drawntowardtheairthat＄ear写aWayallimitation．  

Willshe racefbrthe coloroEthat vi5ion？  

AnneWiegard   
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「六歳の時，私は色について学んだ一  

神の眼，トルコの赤絨毯。スイカズラの繁みの葉  

と花が空気を充たしていた  

友人の家の片隅で。そっくり真似をして  

大人がお酒を飲むように 私たちは花の中に舌を  
flfろし  

突っ込んだ。不眠で，私は夜の幻をみる習慣になった＝  

それから私の家族は引趨Lた。私はペットを飼うことを許されなかった。ある   

幻が，  

たて髪と尾の色をRに日に変える馬が，いつもいるようになったので  

それ程つらくはなくなった，馬衛をはめられた私たちの言葉は  

踪澗の古木が落した枝々に，木の葉に，変えられた  

それはアレツタ・ラムゼイの模懐の背後のゴルフコースを擦っていた。  

私の蹄の足は フロリダの空気を記憶した。  

更にチャールストンまでずっと。入着凪が空気を遮ることは殆どなかった。  

冒険は 蚊，健脚，鮮明な幻の 開葛だった。  

そこで私が頼ったのは 太さ凹フィートのアメリカスズカケの樹，模像の  

雷龍といったところで，水際に立っていたが その斑の幹は同じ色だった  
かち  

下に散らばる空の牡蛎殻と。私は葉のないのを淋しいとは思わなかった。  

旅を重ねるうちに私の足は 言葉になった。  

それはヴァージニアで終ったが，そこで私は十歳の時 猥褒な言葉に出違った  

その囁き，笑い声が 放課後の空気の中に舞っていたのだ。  

私は考えたことを覚えている，これが子供時代を去る  

ということかなと。乗馬の訓練が変えてくれたのだ あの古馴染みの幻を  

あの活力を，ぬかるんだ馬場へ 誰も助けてくれない丘へと その色は  

血が乾いてゆく時のだった。私は模倣を受け入れねばならなかった。  

女友達たちが上級生の真似をするのは 模倣ではなかった。  

彼女たちはフレンチキスは舌の完全な使い方だと知った。  

私たちはセーター，スカート，ブラウスの色を合わせた。  

そういう必死の希望が 私たちの無関心な様子の下には横たわっていた。  

自然は年ごとに一つの幻へと決っていった－   
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シュナンドーで変ってゆく木々，木の葉を見る旅へと上  

（それには何年もかかるだろう。私には彼女が大学を卒業する時の姿が  

見えるような気がする，残念ながら。彼女は父親に似た人と結婚するだろう。  

だが どこかで  孤独が彼女に衝撃を与えて幻を抱かせることになろう。  

彼女は落馬し，落ち込むだろう 女性たちの言葉の中に  

黒い水の中，九月の下旬の空気の光の中に  

それらに彼女は もう対抗出来ないのだ－あらゆる酷い色を帯びていて。  

燃え上二る言葉も 彼女に栄冠を与えはすまい，彼女が立ち去る時に  

あらゆる模造を焼き払う空気へと引かれてゆく時にも。  

彼女はあの幻の色を求めて疾駆するのだろうか？〉  

この作品は，一人の女学生の独白か打ち明け話の部分30行と，それに評釈を  

加えている第三者の評言9行に二分されている 〈セステイーナ〉で，行末語は  

正式の配列法に依っている。最後の三行は迫連風に，二語ずつ鍵語が俵められ  

ている。“tOn訂1eS”が「舌」と「言葉」の両義で，“1eave畠”は「木の葉」の他，  

動詞「去る」で使われている。六歳の噴からの自らの実存体験を，直感言語と  

でも言うべき言葉で回想しながら，人間が成長と共に喪失してゆく純粋な感知  

力の有り様を簡潔■鮮明に追った詩である。幼児の年の感覚に基づく言葉は，  

次第に大人の抑制され洗練された言葉へと変えられてゆき，現実把握も実物を  

直かに捉えることから，幻，模像に依らぎるを得なくなってゆくのが我々の世  

界である。この く私〉 の，これから先の姿を第三者が予測Lてゆくのがゴチッ  

ク体部分である。人生の初秋を迎え，やがて死に到る時，模像を焼き払う空気  

へと心意かれてどれ程言葉の焔を燃やしても，この く私〉 に栄光は与えられそ  

うにない。人生は幻の色を求めて「木の葉」から「去」りながら自らの色を変  

えてゆくカメレオンのような存在なのだ。思索としては平凡かも知れないが，  

繊細な肇喩を駆使して光を放ったものにしていてなかなか美事であろう。  

TlleMagi（さianandtbeAngel  

ThefirstwomanhelovedwasmaglC，  

teachinghimtomi占direct，  

tocon（：entrateherattentiononhisvoice   
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whilehedidwhathe wantedwithhiBhands．  

He）earned fh）m herthatani11usion  

wasbetterthantmthinuncertainlight，  

IJaterhehimself，inthenecessary）ight  

ofwi鮎alldchildren，turnedtoma如  

且ndearnedhislivingbyillusion．  

HefbundanaSSi呂tanttOhelphimmisdirect  

onstage，andtaughthishands  

toignorethecleverlabyrinthofhisvoice．  

Hemetaspiritwhowasonlyvoice．  

Sinceshehadnobody，1ight  

passedthroughher．Hishands  

WereuSeless．Forthefir畠ttimemagic  

fhiIedhim，Itwasimpossibletomisdirect，  

a creat．urewho wa呂herselfi））usion．  

“Howdoe呂itfbel，”heasked，“tObeillusion？”  

Whensheanswered，hervoi亡e  

WaStenuOuSaSStretChedgold：‘rYoumisdirect  

yourquestion．ABkin＄teadhowlight  

aspiriti呂，OrWhyyourmaglC  

Willnevertakeheroffyotlrhands，  

Whyspiritsneverhavetowashtheirhands，  

OrWhethermaglClanSaren’tthemBelvesillu由on．”  

Toprovethathewasreal，hedidaquickmagic  

trick．She shookhervoice，  

“Thatwon’tproveanything，anymOrethanlight，  

indif粘renttoaspirit，COuldmisdirect  

amaglClantrainedtomisdirect  
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themortaleyewithju呂thislazyhands．”  

Themagicianscrutinizedthelight  

di鳥turbinghi50WnWell－I）ra亡til：edillusion．  

Sheexposedhiscleveresttrickswithjusthervoice  

anddafedhimtoproduce紬merealmaglC．  

‘‘Whydoyoumisdirectyourself？Whyleaveillusion  

tochance？Whytrainyourhandsandvoice  

ifnottocreatelight？Hecasthelplesslyaboutformagic．  

－Millard Dunn  

魔術師と天使  

彼が愛した最初の女性は 魔術の力を備えていて  

彼に方向を逸らせることを教え  

彼女の注意を彼の声に集中させた  

彼が 望むことを宇で行っている間に。  

彼は彼女から学んだのだ 錯覚は  

不確かな光の中の真実よりましだと。  

その後 彼は自ら 妻と子供たちという必要な光  

に迫られて 魔術に頼り  

重苦覚によって生計を立てた。  

彼は助手を一人探L出して 自分が方向を逸らせる手助けをさせた  

舞台上で，そして己が手に敢えて  

彼の声の巧妙な迷路を無視させた。  

彼は声でしかない精神に会った。  

彼女には肉体がなかったので 光が  

彼女を貫いていた。彼の手は  

役立たなかった。初めて魔術が  

彼を失望させた。不可能だったのだ 方向を逸らさせようとしても  

それ自身が錯覚であるような生き物には。   
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「どんな感じがしますか」と彼は訊ねた。「錯覚で〈ある〉 ことは」と。  

彼女が答える時，その声は  

薄かった 打ち伸ばされた黄金のように。「あなたは方向を遣らせましたね  

自分の質問の。そうではなくこう訊ねて下さい，どの位軽いのですか  

精神って，とか，何故あなたの魔術は  

彼女をあなたの辛から決して奪い去らないのか  

何故 精神たちはその手を決して洗わなくてもいいのか  

とか 魔術師たちというのは自分自身が錯覚ではないのか，とか」。  

自分が現実のものだと証明するために 彼は素早く魔術の  

芸当を行った。彼女は声を震わせた。  

「それは何の証明にもならないわ。光が精神に無関係なものなら  

魔術師に方向を造らさせることが出来ないのと  

同じことよ，碩は方向を逸らさせるよう訓練を積んでいるんですからね  

その 儀そうな手だけで 生きている人の眼に」  

その魔術師は光を吟味したのだ  

自らが美事に引き起Lた錯覚を 掻き乱したので。  

彼女は声を出しただけで 鮮やか極まりない彼の早わぎを暴き出し  

彼に本当の魔術を産み出させようとした。  

「何故あなたは自分自身に方向を逸らさせるのか。何故 錯覚を  

偶然に委ねるのですか？ 何故 手と声とを訓練するのですか  

もし光を産み出すためでないなら」。彼はどうしようもなく魔術を捜し回った。  

行末語は最初の連と全て同じものを使用している。misdirectなどという面  

白い動詞を，殆ど同じ使い方で終始するのも容易ではないだろう。面白い物語  

である。真実よりましな錯覚，についての省察であろう。  

Clipp¢d  

LouisewantStOSPrOutWlngS：  

aviatDr，nOtangel・Shit，She’dshoot   
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thatBOn－Of－a－bitchagain，thistimede且d，  

ifhecamenearher．Ablackeye，  

bloodinbothears，andthatmalejudge  

Stillgavehertwentyyears．She’dshotacop．  

Tiredofartistsanddr11gS，Shehadthoughtacop  

WOuldgivehermorethanwispyclouds，flimsywings．  

Shewantednicestraightlines，aSimplewaytojudge  

rightandwrong．Het．aughtherhowtoshoot．  

Shethri11edwhenthebullethit：“Bul1B－eye！”  

butthrillednomorewhenheyelled，“It’sdead．”  

“Nopointtokicking・ananimalwhenit’呂dead，”  

She呂aidasshepackedherbags．Thecop  

WOuldn’tunderstand．They’dneverseeneye－tO－eye：  

he’dmadellerSellheTdog－Clippe丘heTbiTd’BrⅣin酢  

tooshort（whenshewasout）－Saidhe’dshoot  

anymanwhotouchedher－insisted，“I’11bethejudge．”  

She丘nallychal）engedhim．“Whoareyoutojudge  

What’sright払rme？Isaythisrelation畠hip’sdead，  

deadtome．You，theonewholovestoshoot  

livethingE；，Sho111dbeecstatic．You’rea且1thycop  

Whowon’tevenletasmal）birdu呂eitswlngS．  

IhopeyOurOtinhel）．”Andshestaredhimintheeye．  

70uthinkyou’reawitch，bitch，givingmetheevi1eye，  

butyou’renotshit．Ihaveeveryrighttoiudge  

trash．Ihaveabadge．Ⅰ’veclippedalotofwings，  

呂ure、Li臨i畠t（）ugh．Ⅰ’mthebest．You’regoodasdead．”  

Sheremembersafist，Pain，her畠hot，thecrumpledcop，  

thethought：‘‘MyGod！IreallymeanttoBhoot！”   
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Shedidn’tthinkmuchatthetrial，eXCePt“”tOShoot．  

Hetaughtmetoshoot，thefbol．AneyefbraIleye．”  

Overandover：“．．．taughtmetoshoot，thelbol．”The仁Op  

Satandgrinnedabigwhitesmile．He’dkT10Wnthejudge  

fbrtenyears．Afterthetrial，Bhewishedthembothdead，  

“Ⅰ’dhavetheirheads，ifIcouldonly畠PrOutWingB．’’  
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“rveclippedalotofwings：’“lrea11ymeanttoshoot！”  

‘You’regoodasdead．”“Aneyefbraneye．”  

“Ⅰ’11bethejudge．”Twentyyears．She’dshotacop－  

KarenL．Jaeckel  

切り取られた  

ルウイーズは羽を生えさせたいと願う，  

飛行家のであって，天使のではない。全くもう，彼女は撃ってヤりたい  

あの出来損いをまた，今度は死なせてやる，  

もしあいつが近づいてくるなら。某日で  

両耳には血が透けてみえたあの男性判事は  

従前通り彼女に20年を与えた。彼女は昔官を撃ったのだった。  

芸術家にも麻薬にもうんざりLて 彼女は考えたのだった 警官なら  

一握りの雲や薄っぺらな羽よりましなものをくれそうだと。  

彼女は望んだのだった 素敵な直線を，正邪を判定する  

すっきりした方法を。彼は彼女に銃の撃ち方を教えた  

彼女は弾丸が当った時 ぞくぞくした。「命中ノ」  

だが 披が「そいつは死んだよ」と叫んだ時はもうぞくぞくはしなかった。  

「死んだら動物を狙っても意味ないわ」  

彼女は鞄を詰めながら言った。その事官には  

分らなかった。彼らは一度も目と目を見交わしたことがなかった。  

彼は 彼女に飼い犬を売らせた－一腰女の鳥の羽を切り取った  

余りにも短く（彼女の留守中に） ］ 言った 誰にLろ撃ってヤると   
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彼女に触る者はル言い張った 「俺が判事なのだ」と。  

彼女は遂に他に挑戦した。「私にとって何が正しいか判定する  

なんてあんたは何さまさ。言っとくけど この関係は死んだのよ，  

死んだのよ 私には。あんたのような，生き者を撃つのが  

好きな人は 夢中になる人の等よ，あんたは小汚い苦官だわ  

小鳥に羽を使わせようとさえしないんだから。  

あんたなんか地獄で腐っちゃえ」。そLて彼女は彼の目を見すえた。  

「お前は自分が魔女，雌犬だと思って 俺を気味悪い目付きで見ているが  

お前は糞じゃないさ，俺には屑を判定する  

権利が全部ある。徽章がある。俺は羽を一杯切り取ったさ，  

確かに。生命って頑丈なもんさ。俺が最善なのさ。お前は死んだも同じだ」。  

彼女は覚えている，げんこ，痛さ，白骨が撃ったこと，へたり込んだ警官，  

こう考えたことを，「何ってこった 私は本気で撃つつもりだったんだ．／」。  

彼女は裁判の時 余り考えなかった，ただ思っただけ，「・・・撃つこと。  

あいつが私に撃つことを教えたのよ，馬鹿が。目には目よ」。  

何度も何度も。「・■・私に教えたのよ，馬鹿が」。その警官は  

坐ってにやりと大きく白い歯をみせた。彼はその判事と知り合いだったのだ  

十年間。裁判が終ってから彼女は その二人が共に死ねばいいと希った。  

私があいつらの首をもらってやる，もし私に羽が生えさえすれば」。  

「俺は羽を一杯切り取った」「私 本気で撃つつもりだったんだノ」  

「お前は死んだも同じ」「員には目よ」  

「俺が判事なんだ」。二十年。彼女は警官を撃ったのだった。  

二十年の刑を受けた女性の獄中での回想風「物語」で，第三者の視点による。  

“Bulls－eye”「命中」を“eye”「目」の美事な代替語に用いている。  

ⅥR（）LOGYナS SWEET SOⅣG  

Anymorningshecouldbegonewiththepathologist，   
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away，theailVOrt，Pickinguphermonkeyce）1s  

PaCkedfbrtheflightindryice．  

They’reheTStOnurtureinaspecialmedium  

that畠hepreparesto呂endthemdanclng  

underthesteadylightofhermicro呂COpe，  

Eyesopenonlytothedullglareofmicroscopy，  

SheacceptillVitation＄tOlunchwithpathologists  

andfhilstofbcusonanythingbutrandomdancing  

inherhead：tho眉emOnkeycells  

Willneverstop．Stleisthemedium  

whotransfbrmsreality．Herhead’sanisolate．  

HowlongsheenviedthemysteryofdrylCe，  

envieditsbreathyhaze什omafhr．HerBCOPe  

Ofieyknowledgegrewinthatclearmedium：  

pa5tandtmth．HeTOWnpathology  

keptherlockedinthatblankcell  

WherelookingoutshesawtheothersdancIng■  

Now，1nSidethecentrifuge6hedances  

gTaVity’BWildcircleofisolation．  

Thesettingleaveshercells  

PaCkedandlinedbeneathamicroscope  

thatdelvesthroughpatholt唱ical  

destinie畠andE；tripBthemedium  

fbrscrutiny、Whocouldliveinthatmedium？  

Stepoutoftheautoclaveanddance  

adanceofpuritythatnopathologi＄t  

couldfhthom？Whatiftheea呂yBuCkofviruseswasiced  

toastopinpipettesandleLtthemicroscope  

abarren茄．eld devoidofcells  

29   
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払rspeculation？Rhesusmonkeycells  

CarOuSeindreamyshapes，minutetomedium  

togiantinsidehereyes：electronmicro＄COpe＄  

serveherwell．Thecolorswhirland dance  

acrossanesp）anadeofisolated  

lifbinsu6penSion．Shenotesasimplepathogen．  

JanyAllen   

ウイルス学の甘美な歌  

ビの朝も 彼女はその病理学寺と同行できた  

向うで，空港で，彼女の猿の細胞を選び出して  

それは空輸に備えてドライアイスの中に詰められていた。  

それは彼女が 特別の培養基で育成するもので  

踊り出すように手配して送り出すのだ  

自分の顕徴＃の安定Lた光の下に。  

両眼を顕微薦検査の鈍いぎらぎらする光にのみ開けながら  

彼女は病理学看たちの昼食の誘いを受け入れねばならず  

集中出来ないのだ 行き当りばったりに踊っているものにしか  

頭の中で。それら猿の細胞は  

決して止ることがないのだから。彼女は媒介者なのだ  

現実を変容するための。彼女の頭は孤立している。  

どれ程長い間 彼女はドライアイスの神秘を羨んだことか  

その離れて活力を与える請を。彼女の広い範囲の  

氷についての知識は あの澄んだ培幸甚の中で育ったのだ，  

過去と真実。彼女自身の病理が  

彼女をあの空ろな細胞の中に閉じ込め続けたのだ  

そこから外を見ながら彼女は他のものが踊っているのを見た。  

今 遠心分離機の中で 彼女は踊らせるのだ  

重力の激しい分離円周を  
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その装置は 彼女の細胞を  

包んで顕徴歳の下に並ばせるが  

それが病理学上の宿命を深く  

探求し その媒体を裸にする  
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精査できるように。誰がそんな媒体の中で生きられようか。  

耐圧器から踏み出Lて 純粋な踊りを  

踊れとでも？病理学暑が誰も突き止められ  

ないような踊りを。もLウイルスを簡単に吸い込んだために凍って  

ピペットを詰まらせ，顕徴議を，  

考察する細胞がいない不毛の場に  

Lたらどうしよう。アカゲ猿の細胞は  

夢のような形で飲み騒ぎながら 媒葦基には微細なまま  

彼女の限の中では巨人になる。電子顕微鏡は  

彼女に非常に役立つ。色彩が旋回し踊る，  

宙吊り状態の分乱された生命の  

遊歩道を越えて。彼女は混じり気のない病原体を書き留める。  

“ice”の代替語に前半部分の普を利用した“i501ation”を巧みに使っているこ  

と他，鍵語の微妙な変容に注意したい。  

…timewillheal．  

Thisisthetimetothinkabo11teC2：ema．  

Ⅰ】velearnedfromitthatcare  

wi11notheal，  

becauseIhavecared，andnowthedays  

areshorter．rminthep）neneedles  

neartheerldofthisyeaf  

andnowI’veayear  

behindmetoremember．Youcouldn’tsaywhatitisliketohaveeczema   
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excepttheskinispunct11red，aSfhmneedles，  

Somethingdied，anddoesn’tcare  

togrowback．Soitworsens，OVerdays  

untilyou’vejustwetpatcheswheretherewa昌Skin．Becauseitwon’theaI  

Otherswilltellyouhowtoheal  

it．Butit’sbeenayear ト  

thenightsarelongerandthedays  

againshorterqthatI’vehadeczema  
andIknowothersdon′tcare  

becausetheywon’ttouchorevenlookatit．1’mwalking   

nowondrypineneedIes  

buttheleaveBareWet，1iketheb］isterslneedled．  

Theydidn，theal，  

butgrewwhite，butldidn’tcare  

tolookatthemfbranymoreoftheyear．  

FromtheinsideoutIseeandtoucheczema  

andtastetoo，atthestartofthedays  

Whenthesoresonmylip6areWetteSt・．Noweverysevendays  

I’lItravel畠Otlth，Wheretheprettygir】sstickneedles  

intomyarms，Orbuttock呂．Theeczema  

doesnotheal，  

butcrawIsbackin，althoughyourfhccisfhtter．Thisyear  

hasonlybewilderedthedo亡亡OrS，Whohavehadヱ10Ca陀  

thryロurSickneBSSinceyoustoppedthefbedingazldeazle  

Oftheirego，bday  

near王yoneyear，  

Fromtheroundpunct．ures，therearescarBthatweresewed   

Witll（：urVdneedle乱  

mey’11bethelaBtthingtoheal．   
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Youdon’tknowitnow，butthey’1）outlasttheeczema．  

33  

Buta氏erayeaTandahalftheblisters’needles  

wi11dryup；thecareendsinthreeBhl］rtdayβ，  

thesoreswillhea），andI’11leamfromecEema：  

一ChristineLaing  

…時間が癒すだろう  

譲疹について考える時だ。  

私はそれから学んだ 気にかけても  

癒えないのだと，  

私は気にかけて来たのだから，そして今 日々は  

ますます短くなっている。私は松葉の中にいる  

今年も終りに近くなって  

そして今 私は過ぎ去った一年間を  

思い返さなければならない。湿疹になるとどうなるかあなたには分るまい  

皮膚に針で刺したような穴があくだけではない  

何か大切なものが死んでしまい，元通りになりたがら  

ないのだ。それでそれはますます悪化し，何日もかかって  

やっと皮膚のあった所に湿った斑点が出来るだけ。どうしても癒えないので  

他人がその癒し方を教えてくれよう  

とする。だが 一年経ってしまった岬  

夜はますます長くなり 日々は  

更に短くなってゆく一私が湿疹にかかってから，  

そして他人は気にかけないのも私には分る  

被らはそれに触りもせず見ることさえしないのだから。私は今 乾いた桧葉の   

上を歩いている  

しかし木の葉は湿っていて 私が針で刺した水痛みたい。  

それは癒えないで   
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白くなった，だが私はそれを見たがらなかった  

もうそれ以上はこの一年間。  

隅から隅まで 私は湿疹を見て 触り  

味わってもみる，あの日々が始まる時に  

私の唇の棚れが最もべたつく時だ。今は七日ごとに  

私は南へ出かけてゆくが，そこでは可愛い女の子たちが針を刺すのだ  

私の腕に，あるいはお尻に。湿疹は  

癒えないで  

這い戻ってくる．あなたの顔は肥ってゆくが。今年は  

医師たちを戸惑わせてきただけだった，彼らは関心を抱かなかったのだ  

あなたの病気には，あなたが栄養補給をやめてしまい 関心を  

彼らの自負に払うのもやめてしまったのだから，今日で  

ほほ一年。  

丸い幾つもの穴から 曲がった針で経った傷が出ている。  

それらはおよそ癒えそうにない。  

今は分らないがそれらは湿疹の緩まで残るだろう。  

しかし 一年半後にはその水晦の針は  

干上るだろう，治療もわずか三日で終り  

その爛れも癒えるだろうし，私は涜厚から学ぶことになろう，こう…・■・  

この作品も，行末語の変容が巧みである。“eare，，を名詞，動詞で使い，し  

かも後者では，不定詞との結合で「～したがる」の意になる使い方である。“nee－  

dle”は，「於菓」となる連語でも使い，動詞でも使う。最後は開かれた構造に  

なっていて．第一連へ内容がまた戻ってゆく仕組である。さんざん湿疹に悩ま  

されている人の，ぼやきだが，達観ぶりも示されており，何となくユーモアも  

藩じみ出ている。「ウイルス学の甘美な歌」は，病理学の検査技師である女性  

を描いた作品で，その生態が活写されていたが，この湿疹患者の「ほやき歌」  

も，他愛はないが味があって面白い。  

次のは一転して，現代のアメリカ版「乾杯の歌」である。四音節と玉音節，   
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及び大音節という短い音節の諸行で畳みかけるように展開されてゆく。これも  

行末語が内容を象徴するような作品である。  

生命溢るる酒場  

酒場へ寄って  

注文一杯  

熱心な顔Lて  

笑おう√寸  

グラス飲み干し  

回ろう 君の世界の上で。  

世界へ向かおう  

グラスを空けて  

厚い笑い掴まえよう  

別の熱心な顔の上  

彼女に一杯とってやろう  

彼女が酒場へ立ち寄る時は。  

〈生命溢るる酒場〉 にて  

彼女に乾杯－  

その実み愛Lて  

その顔見詰めて一  

堕ちた世界で  

ぐっと飲み干せ－グラス。  

古い姿見  

くすんだ酒場のうしろ  

写すは笑いという莫い  

見知らぬ同士の顔々の  

世界に通じて  

注文一杯。   

TheLu与hli鮎Eal・  

Stepuptothebar．  

Orderyouadrink  

Putonaneagerfhce．  

Putonalittlesmile．  

Drinkdowntheglass．  

TurnOnyOurWOrld．  

Turntothewor）d，  

Fromtheemptyglass．  

CatchapasslngSmile  

Onanothereagerfhce；  

Orderheradrink  

Asshestepstothebar，  

IntheLushlifbBar  

Toastherwit，hadrink－  

Lovinghersmile，  

WatchingherfhceL  

Inthefh11enworld  

Botbm’suplnaglass．  

TheoldlookinggIa鼠S  

Behindthissmokybar  

Catcheseverysmile  

OneveITStranger’sfhce  

Acquaintedwiththeworld，  

Andorderingadrink．  
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飲もう もうー杯  

考えよう 顔という顔を  

生命溢るる酒場の中のを  

小さな世界の中なれば  

空いた全てのグラスのことも  

各々惨い笑いのゆえに。  

見よう 彼女の天使の笑いを  

一つの世界に堕ちこんだのを  

買って返そうグラス一杯  

ここは〈生命の溢るる酒場〉  

もう一杯買って  

彼女の顔をのぞき込もう。  

酒場で一杯手に入れて  

ガラスに君の顔を見て  

与えよ世界に君の笑み。   
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Drinkanotherdrink，  

Thinkofeveryfhee  

AteveryluBhlif邑bar  

Inthelittleworld，  

Everyemptyglass，  

Foreachl］aSSlngSmi）e．  

Seeherangel’ssmile  

Fallen into a world 

Youbuybackinagla舶．  

Thi占istheLn畠hlifbBar、  

B叩anOtheTdIink，  

And呂tareint，Oherfhce．  

Getadrinkatthebar，  

SeeyourfaceintheglaB畠，  

Givetheworldyoursmile．  

LPhilipMiller  

軽快な戯れ歌らしく，行末語の配列法は，各連とも前連の最終行のを最初の  

行に使う方式以外は自由にやっている。これもこの詩の内容にはむしろ相応し  

いだろう。如何にも，労働に疲れた夜，立ち寄った酒場で見知らぬ同士が愉快  

に酒を飲んで元気を回復する様子が小気味良い。  

次の作品は「労働者階級のセステイーナ」である。この詩誌の〈セステイー  

ナ〉 の配列には，実は微妙な相互関連ぶりが広見える。  

A Workin酢1ass Sestina  

Hecametoawomanwhogavehimakiss  

thathurtsobadhecouldn，tanswer  

herwhen shechainedhimtothedance，   



アメリカ現代詩の〈セステイーナ〉   

ThenextlTll）rnlngtheyBhowered  

andshepethimwithoil．  

ThesoulisonlycoTltentWhenattacked．  

Shewaseverybitaheartattack  

asshegnawedhimwithherkisses：  

Vice－gr）PeyeSlikeoil．  

Shedidn，tknowmuchbutsheknewthe anBWer：  

nowyou’reabouttofuckadancer  

shetoldhilnintheshoweT．  

Themoonwa呂ripped．Eyesshowered  

thro11ghthegap．Hissknl）wasattaeked  

byllerVeSthatdanced  

andtllereWaS nO distancehetweenthekiss  

andlipsthatluredabraidofoil  

仕損nhigpでidこbn1111i申hi畠anSW色L  

Andthatan＄Wer畠hepoundedwithanswers．  

TheytookathousaTld呂howers！  

Theirheartsconvergedlikeoil！  

Hissilencewasattacked  

bythelaughterofdance  

thatrosedoublebackedwit，heachkiss．  

Butdidshereallyliketobekissed？  

Notreally，lmtakisswashisanswer  

causehesurecouldn，tdance  

foreverandl10WmanyShowerB  

untilonelookedlike oil  

leakingfromtheeyethata鮎thasattacked．  

Onana氏ernoonripefbronlyattack：  

37   
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when allofthekisses arekissed  

and allofthel：andles are oil  

thenthequestionsareanswered  

whenhebeatsthedancer  

andeveryone’ssickoftheslmwer．  

Wellfbrawhile，herkisse畠Oiled  

befbreherdance attackedhim  

andhis航stsshoweredanswers．Dnher．  

HarryBrody   

労働者階級のセステイーナ  

被が近づいていった女性は績にキスして  

酷く傷つけたので 彼は彼女に答えられなかった  

彼女が踊ろうと彼を束綽した時に。  

翌朝彼らはシャワーを浴び  

彼女が油で彼を撫で回すことになるのだった。  

魂は攻められると 唯 満足する。  

彼女はどこから見ても心臓発作のようなものだった  

キスしては彼を噛む時，  

油のような悪徳を掴む日をして。  

彼女は多くは知らなかったが 答えは知っていた  

さあ あんたは踊り子とあれしたいんでしょう  

と彼女は彼に言った シャワーを浴びながら  

月が引き裂かれた。目がシャワーとなって注ぎ込んだ，  

隙間から。彼の脳天は攻められた，  

踊る神経によって  

キスと唇との聞には  

距離はなかった それは油の紐を  

彼の陰葺から誘い出Lて彼の答えを駄目にした。  
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そLてその答えを彼女は幾つもの答えで打ち砕いた。  

彼らはシャワーを浴びに浴びた．／  

彼らの心臓は油のように¶一点に集中した．J  

彼の沈黙は攻められた  

身をかわしては跳ねて踊り上る  

笑いによって，キスするたびに。  
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しかし彼女は本当にキスされるのが好きだったろうか。  

いや それ程には，しかし キスが彼の答えだった  

彼は確かに 踊れなかったから  

いつまでも そして 何度シャワーを浴びたことか  

遊に一度などそれは 目から洩れ出す油のように  

見えた げんこで哩撃された時みたいに。  

攻撃だけに適しく構が熟したある午後のこと，  

キスというキスが交わされ  

蝋燭という蝋燭が油になると  

質問は皆 答えられる  

彼がその踊り子を打ち据え  

誰もがシャワーにうんざりすると。  

しばらくは十分に，彼女のキスは油のようになった  

彼女の踊りが彼を攻撃し  

彼のげんこが彼女に 答えをシャワーのように浴びせかけるまでは。  

こういう く彼）と く彼女〉のようなのが労働者階級だというのだろうか。   

第六連最終行の“everyone”「誰も」は呂yneCdoche（掟喩）で，ここの〈彼〉  

と く彼女〉二人を表す。  

AprilM血y：1981：Se或ina  

Allwinterstarssinkdownin  

thewe＄L Yes，itwasth曾reinwinter，   
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beneaththeicystarthatsigna）led  

firealongthethick－bo11ndedges  

Ofthesenort，hernShores，thatfire  

burnedwithintheseveinsofmine，  

alongtheseold－manhandsofmine，  

thatcuppedthetwinsaBIslidwithin  

myGeminl，amVlngOnfire，  

andcomingag■ain，aSShriveledwinter  

roseintoedgeB  

Ofdesire，andeyesthatsignal1ed  

thelargenessofourwish，andsi騨1alled，  

Ⅰknew，nOOtherthisthanmine，  

ridingourdarknessdeeptoedges  

ofallthatImistookwithin  

fbrresolution，WhenlonglngWinter  

merelypausedonfire，  

Onincomp）ete，OIIPartialfire，  

6eekingfbraspringthatsignalled  

newdesire，holdinginwinter  

WhereMercurylurkslow，andmine  

Wa畠merelySat11rn，Webbedin  

thatcircling日tretChofedgeB  

thatsnowwhitehairsDnalledge呂  

Ofskinandtemple，betraying伍re  

dropplnglowtoember占Within  

aE；Oulthatsignalled  

noinnerBenSethatthissheofmine，  

OrSOIknew．wouldneewinter  
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fbrsomenewstarthatwinter  

Slmwednottome，alongtheedges  

ofasea患qnneVerbkmine  
again．Youfbol！Theyounger丘re  

wasdrownedatimeago，andsignalled  

thefallofdesirewithin．  
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The丘reofsI）ringburnSOutthewinter  

thatsignal1edthisofmine，theedgeB  

OfBavingdaylightdryoutwithin．  

－Ⅰ†．R．Coursen  

1981年4月－5月：セステイーナ  

冬の星は全て西に  

沈み込む。そう それは冬 そこにあった，  

火を信号で送る凍った星の  

下に，どんより閉ざされた締に  

ずっと 北の岸辺の一帯にあったその火は  

私のこの静脱の下で燃えていた，  

私のこの老人の手にずっと，  

手はその双子を茶碗状に包んだ 私が吾がくジキミニ〉 の中に  

滑り込んだ時，それは火に到着しては  

また帰ってくる，縮んだ冬が  

欲望の練へと起き上り  

限は信号で送った  

私たちの希いの大きさを，そして信号で送った  

私の他ならないこれを と私は知ったのだが，  

全ての操へ深く私たちの闇を乗り切っでゆきながら，  

その全てを私は中で 解決だと誤解したのだが  

冬を切望することが   
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ただ 火の上で一休みすることだった時に，  

不完全な部分的な火の上で，  

新しい欲望を信号で送る春を  

探し求めながら 冬を抑制しながら，  

そこでは 〈マーキュリー〉が低く潜んでおり，私のは  

単なる 〈サターン〉で，蜘昧の巣に引っ掛っている状態だった，あの中で  

あの円周状に広がる緑の中で  

あの，皮膚と額のあらゆる鰻に積った  

雪白の髪の中で，露わに火を示していた  

その火は魂の中の燃え残りへと低く落下していた  

その魂は 内部の感覚を信号で送らなかったのだ  

私のものであるこの彼女，  

あるいはそうだと私は知ったのだが，その彼女なら冬を去って  

冬が私には示してくれなかった何か新しい星を求めるだろう  

という内部の感覚を季節の雑にずっと，  

私のものに二度とならない季節の  

線には。お前 愚か者／ 比較的若い火は  

一時期前に水浸しになり，信号で送ってきたのだ  

内部の欲望の下降を。  

春の火は 私のものであるこれを  

信号で送った冬を 燃やし尽し，  

つましい日光の縁は 内部で干上る。  

“Gemini”は軌道上でのランデブー用に設計された米国の二人乗り宇宙船，  

“Mercury’’は同じく一人乗り宇宙船，“Sat11m’’は人工衛星や宇宙船などを打  

ち上げるやはり米国の大型ロケットである。  

Asearly且Sthe坑rstcenturyA．D．，the  

townspeOPleofBath，England，WOrShipped   
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Suli畠，thegoddessofhealing，andinher  

honorbuiltatemplenearthecenterof  

theircity．Ontheo11tSkirts，血eybuded  

thosefbrwhomthecurewasnotasuccess．  

Theyoungestfai1urewasSuccessaPetronia，  

atrave）ernlOmRome．Todayvisitorsfo1low  

theancients，throwingoffbringsilltOthe  

SPrings，hopingthegodswi）1fhvorthem．  

－edited丘omBalTyCunli脆，  

T毎月omα几βα班ぶ  

TIIEWATERSOF BATII  

ThewatersofBathdidnotcure  

SuccessaPetronia，Iuncoveran urn  

buriedinasacredspnng，  

besideit，SeVeralBathstone  

CaSketsandanengTaVedtablet二“Thewaters  

didnothealthesevisitorstoBat．hdtheones  

Whotraveledh）mRomantemples，theones  

WhoprayedtoSulis鈷racure．’’  

Thesteamingwaters  

fil）thebronzeurn  

asmy伍ngersgrazeaheadstone  
OVer山rnedbeneaththespdng．  

Whoha呂COnCealedthisspring，  

this＄aCrificialfunt，andtheones  

buriedhere？Ipickupacarvedcarnelianstone－  
theportraitofSulis，gOddessofthecure，  

andahronzein畠Cription：“Whoeverremovestheurn  

frommytempleshaubecomeliquidasthewaters・”   
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SucceE；BaPet王・Oniabathedinwaters  

nearthealtarofthePrincipa）Spring．  

FromthechambersofSulis，Shecarriedthewatersintrhe畠Culpturedurn  

backthroughthebasilicatotheones  

whowaited fbr a cure，  

Iluddledbehindstone  

pillarSnearalime6tOne  

quarry，fbreignvisitorsprayedasSuccessablesBedthewaters  

昌he o脆red as acure．  

Youngwomenl）erfbrmedrit，ualsbesideanearbyspring  

while the olderone呂  

knelttodrinkwatersfromtheurn．  

SulisfledfromthetempleinsearChofthestolenurn，  

ClutchingthecarnelianStOne，  

shecursed Successa andtheone＄  

shelaterburiedhere，butthegoddessneverIbundherurnconcealed  

beneaththewaters  

Dfthe呂aCredspnng．  

Ilifttheurnandtheportraitofthegoddessofthecure，  

Bythe呂aCredsprlng，Iof艶rthisurn  

toSuccessa，itshealingwatersasacure．  

TotheonesSulisturnedaway，Iof粘rthiscarvedcarnelianstone．  

ForCarolynBruCeMacLean  

（1949－1978）  

－CarolynKreiterKurylo  

早くも紀元－†世紀，英国バースの町民たちは 治癒の女神サリスを崇  

拝し，この女神を崇えて町の中心近くに寺院を建立した。郊外に彼ら  

は，治癒が不首尾に終った人々を埋葬した。その中の最年少者がロー   
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マから施してきたサクセッサ・ペトロニアであった。今日 訪問者た  

ちは，古代の人々に倣ってその泉に布施を投じ，神々の加護を希う。  

－バリー・カンリブ著『ローマの風呂』より  

パースの水  

バースの水は治療しなかった  

サクセッサ・ベトロニアを。私は壷の覆いを取る，  

聖なる真の一つに埋められていたのだ，  

その傍には，バース石製の  

小箱が幾つかと文字を彫られた銘板があった，「この水は  

バースへのこの訪問者たちを癒さなかった－この人々は  

ローマの各寺院から旅Lてきたのだ，この人々は  

治療をサリスに折ったのだが」。  

湯気を立てる水が  

その昔鏑の壷を充たす  

私の指が軽く隅石に触れる時に，  

それはその真の下にひっくり返っていたのだ。  

誰がこの泉を隠してきたのか  

この犠牲の源泉を，そしてここに埋葬きれていた人々を。  

私は拾い上げる 文字の彫られた紅玉静の石を－  

治療の女神，サリスの肖像と  

青銅の銘文「我が寺院から壷を  

取り除く者は誰も 水のような液体となるべし」を。  

サクセッサ・ベトロニアは水に浸った  

（主源泉〉の祭壇の近くの。  

サリス女神の部屋部屋から 彼女はその水をあの彫刻された主に入れて運ん   

だ，  

公会堂からずっとその人々の所まで，  

彼らは治療を待っていたので。   
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並ぶ石柱の背後に群がって  

石灰石の石切り場近くで，  

外国からの訪問者たちは祈った サクセッサが水を  

治療薬として差し出し祝福したように。  

若い女たちは近くの真の傍で儀式を行った，  

年取った人々が  

続いて重から水を飲む間。  

サリスは寺院から脱け出して 盗まれた董を探Lに行った。  

その紅玉髄の石をぐっと掴むと  

彼女は呪った サクセッサとあの人々を  

彼女が彼らを 後にここに葬ったのだ，しかしその女神には分らなかった 自   

分の壷がまさか水の下に隠されているとは  

それもその聖なる泉のに，  

私は 治療の女神の壷と肖像を持ち上げる。  

聖なる真のそばで 私はこの壷を捧げる  

サクセッサに，その治癒力のある水を治療薬として。  

サリスが退けた人々に，私は捧げる この彫刻された紅玉髄の石を。  

キャロライン■ブルース・マクレアンに  

（1949－197釦  

断章取義（epigraph）を付して，作者の想像力を駆使しての物語である。  

バースは，如何にも歴史の重みというものを静かに実感させる町で，こういう  

詩を誘発しても宜なるかなと思わせる。詩行の長さを自由に扱い，若死した同  

名の友人にでも宛てた哀歌の体裁である。“Bathstone”とは，バース付近の魚  

卵状石灰岩層から切り出される石灰岩の一種で，建築用の淡黄色石材である。  

次は（夢〉 であるから，それをそのまま楽しむべきだろう。   
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DR捌：TIIEJADETREE  

Thejadetreebreaksopeninyourhands．  

ThemeBSagebetweenthering・Sisnotaprophet’s  

woTds，nDteVenameS胃age，机巾ins加ctiDnS：  

Reachoverheadandptlllearupward，  

useotherhandtoworkflangeendintoear  

砧rsntlg色t．WithbⅥnkineaT，Stand  

atfbotofprophet’畠gTaVe．  

Belowyoustands  

theChinesedigger，naked，Withshovelsinhishands・  

Turningslightly，jadetreemovews＊y（）urSilentear  

withquestions，“AmbidextrouB？’’and“WhatproiitB  

丘omtheseholes？沖  

Slantinghiseyesupward，  

thediggerindicatesthetree’島inE；truCtionE；：  

Youhavt！insertedthelethalinstruCtioIl島  

andwillbtヨbtlttiedwherey（IⅦStand．  

Smiling，hepassesa5hovel，Digt｛IWard  

theopem叩a（氾Sjustb81tIWmyband．．  

‘You’dgiveyo11rrightarmtobeambidestrous半，andprophets  

亡annOtbesold，”且nSWerSjadetreeintoeaT．  

Buttheearwi）1notanswerfbrnoear  

Canhearthejadedvoicetotbllows来itsinstruCtions．  

Nowthejadetreei畠aprOphet  

ofawhiterworldwhereallcolorsstand  

withoutcanvas；Paintsyouwithyourhands  

emptyreachingforit呂branchesupw且rd  

throughtheair．  

Fromabolt！a111imbき訊relupW且rd．  

Youwillstayw■he皿t王・e七ha畠1e氏thee乱ー，  

47   
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remindsthedigger，Removethe＄hovelfromyourhands  

andfbmowmyin釦rⅥ¢tion畠：  

1ayoⅦt皿atwhereyo廿如and，  

coverentirebodywithdirttohecomeprophet．  

”Withdirtpackeda11aroundyou，nOprOPhet  

couldevercometobeyourfhirreward，’’  

saystreenowupaboveyouwherethediggerstands，  

shovels昌tillinhishands．  

Withjadetreeinhisear  

hismessageisno）ongerinstruCtions：  

YollWOuldn，tknowaholeifyouhelditinyo11rhand．  

Butthenearpullsoutitsmessagewithyourprophet’shand  

andliftsitupwardtothedigger，WhorecitesitasinstruCtion＄：  

StandwhereIambtlried．Emptyoutyourears．  

一MaTk Craver  

＊ それぞれ“moves”“ambidext．rous”“fbllow”の誤植であろう。他のペー   
ジに“de冒COVeneS”などという明白な誤植があるので。しかLこれは「夢」   

なのでここで眠りが深くなったと考える方が文学作品の現代流解釈という   
ものか。単なる誤植にしては余りにも多すぎる。  

夢一苓畢の倒  

幕翠の樹が君の両手の中でばっと開く。  

環と環との間の伝言は預言者の言葉  

ではなく，伝言ですらなく，単なる指令にすぎない，  

頭越しに手を伸ばして耳を上へ引っばり  

もう一方の手を使って突き出た端を耳に  

心地よく合うようにせよ。樹幹を耳の中にして，立て  

預言者の墓の元に。  

君の下には立っている  

中国人の墓掘りが，裸で，シャベルを手にして。  

幽かに向きを変えながら，茹翠の樹は君の沈黙した耳を動かす，   
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質問をしては，「両手ぎきなの？」「どんな利得が  

これらの穴から？」と。  

上限使いをしながら  

その墓掘りは その樹の指令を指し示す，  

〈君は死の指令を挿入Lたので  

君が立っている所に埋葬されよう〉。  

微笑みながら，彼はシャベルを順ぐりに渡す，〈開いている方へ向かって  

私の手の丁度下の所を 掘って下さい〉。  

「君なら右手を両ぎきになるように使うだろう，だから預言者たちは  

売り渡されはLない〉 と素翠の樹が耳に答える。  

しかしその耳は答えようとしない 耳には  

その指令に従えという疲れ切った声が聞こえないのだから。  

49  

今やその窮翠の樹は預言者で  

もっと白い世界を語るが そこにはあらゆる色彩が立っている，  

画布なしに，その樹は君を君の両手で塗る  

その種々へと上へ伸ばして  

空中で空を切る手で。  

（穴からは手足が昔 上を向いている。  

君は樹が耳から出ていってもそこにいるように〉  

とその墓掘りは 思い出させる，くシャベルを辛から離して  

私の指令に従いなさい．  

立っている所へぺったり並べなさい，  

預言者になるように亡き骸全体を土で覆いなさい〉。  

「土が君の周りにぎっしり詰っていれば 預言者といえど  

戻って来て君にしかるべく報いたりはしないだろう」  

と樹が君の上で言う そこには墓掘りが立っている，  

シャベルをまだ手にLて。  

彼の司：には覇翠の樹が入っているが  

彼の伝言はもはや指令ではない。  

く君には穴のことは分らないだろう たとえ それを手にしていたとしても〉。  

Lかしそれから 耳は 君の預言者の手でその伝言を引っばり出して   
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墓掘りの方へと上に持ち上げるが，彼はそれを指令として復唱する，  

から  く私が埋葬きれる所に立て。君の耳を空にせよ）。  

“prophets”「預言者」は“pro丘ts”「利得」を，“Stand”「立つ」は“understand”  

「理解する」を“upward”「上へ」は“reward’’「報い」を，と，それぞれ類  

似昔を利用し，自在に四部分に編成し直しているが，行末語の配列法は伝統を  

踏襲している。何だかアランビアンナイトの物語を読まされているような気分  

になる，不思議な味わい の佳作であろう。   

この次のくセステイーナ〉として，既に紹介ずみの件の「妄想」が出てくる。  

初出時には「死者の手紙から」と付記されていたことが，この詩誌で判る。  

次は文字通りの「物語」である。  

STORY  

AirborneCOttOnt）al1s，鮎g  

hangs，mumeStheredlights  

aheadonthetwolaneroadル  
awreck，theroadclosed，  

Someone，scar  

hasmetitsen（L  

NearCasablanca，＄end  

rain亡OatSl（）Ominmnwayfbg．  

Parenthesis：there’B a占Car  

Ontheprincelyheartjustcometolight．  

BogartBPeakBwithhiBmOuthclo呂ed．  

Backtotheroad．  

You seeit’B nOt80muCh the road  

asthewaywecannotseei七日end，  

OpenOrClosed，  

withorwithoutfbg．  

Fortunatechildrenwiththeirnightlights．  

Acquiring the scars 
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accidental，Orthescars  

Painstaking・1ycarved，arOad  

maponthe足kinbaredintirelight，  

apalegenealogy，Weend  

uI）Onalimbofthefhmi1ytree．Ontofbg．  
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Butwhatdoyoudowhentheprincekeep呂hisdoorclosed？  
Tellyourselfitwon’talwaysbeclosed．  

Fragment：tellince6BantlyhowIapproacheach畠Car．  

ShallItruSttheoldstoriestoleadmethroughthefbg？  

DoIrelyonthelogicofthesewrinkledroad＄？  

Terraininfinite）ydivisib）ecanneverdeadend．  

Tai11ight畠，headlights  

CurrVetOWardamarriagecIosed  

likeanoveltoocomplextoend．  

Bynightyoucannotseethescars．  

Thislate，eVeryrOadisayellowbrickroad  

andIgetlostintheredpoppyfbg．  

mat’BWherethepr）nCeSShadlightskinwithoutasinglescar．  

Theprincedeclaredthecontestclo＄ed．Hometoacast）etheyrode．  

Thiswa＄ahappyending．Plainerpnncessessettled払rfrogs．  

pAnneWiegard  

物  語  

空輸の牌が球に固まり，零が  

立ちこめ，赤信号の灯を包む，  

前方の複線道路の上を  

大破，その道路は閉ざされた。  

誰かの辛が  

終末を迎えたのだ。   
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「カサブランカ」の終り近くで  

南外套が幾つか走路上の霧の中にほ一つと立ち現われる。  

挿入語句：傷跡がある  

光に照らされたばかりの気品に充ちた人に。  

ボガートが 口を閉ぎしたまま話す。  

後方，道路の方へ。  

道路というより道なのだ  

と分る 端が見えないのは，  

開いているのか閉ぎされているのか  

零に覆われているのかいないのか。  

幸運なる子供たちだ 常夜灯があって。  

傷跡を思いがけず  

待て，あるいは その傷跡は  

入念に刻まれて，皮膚の上の道路  

地図は 火灯りの中でむき出Lになっている，  

青ざめた家系として 我々は終りと  

なる 家系図の一枝の上で。更に霧へと。  

しかL君はどうするのか その貴公子が扉を閉ざしたままにする時。  

それはいつも閉ざされているわけではないと 自らに言い聞かせるがよい。  

断片：各々の傷跡に私が近づく有様を経えまなく告げるがよい。  

信頼しようか その古い物語が霧の中をずっと私を導いてくれるのだと。  

この巌だらけの道路の論理を 私は頼ることにしようか。  

無限に分割出来る地域に 行き止りは有り得ない。  

尾灯が，前照灯が  

閉ざされた結婚の方へと曲がってゆく  

錯綜Lすぎて終りに到れない小説のように。  

夜には 傷跡は見えない。  

こんな夜更け，道路は全て黄色いレンガ道路なので  

私は赤い畢粟の穿の中で迷子になる。  

それはあの王女が 億個仁一つない明るい皮膚をしていた所だ。   
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その貴公子は 競走は終ったと宣言した。城の方へ家路を彼らは辛を走らせた。  

これはめでたLめでたLの終局だった。もっと不器量な王女たちは零を浴びた   

蛙たちのせいでとどまった。  

“rode”「車を走らせた」が“road”「道路」の代替語に使われていること，  

“scar”「傷跡」と“car”「車」の利用など，詩行の編成や31行目以降の行末語  

の配列共々自在である。なつかしい映画をなぞりながらの詩だ。一行目の「空  

を運ばれてきた綿」とは，水蒸気と塊の暗喩であり，八行目の「南外套」はそ  

れを着た人々を指す換喩。最終行の“frogs’’は行末語の一つだから，山見“砧g5”  

の誤植－この詩誌には他に幾つか誤植がある一かと思わせるが，これは  

“鈷g打との掛け言葉で「霧の中の蛙たち」の意だろう。童話への言及でく物語〉  

を膨らませたのだと見よう。「カサブランカ」はMurrayBurnettとJoanAl－  

i印nの舞台劇を映画化したMichaelCurtiz監督の1942年の米国作品。フラン  

ス領モロッコの首都を舞台に第二次大戦の裏話を反ナチズムの雰囲気で描き，  

Humphrey】】ogartとIngridBergmanが主演したメロドラマ。米英連合軍が  

モロッコとアルジェリアに上陸した直径に上映されたタイミンダのよさも与っ  

たか，アカデミー作品・脚本・監督賞を受賞した。  

IlITCIIIIIEINGINFRANCE  

We’reoutontheroadtITing呂Omehungoverhitching■  

aftergettingdrunkonDoverBeachla呂tnight  

and鈷rryingacrossthechanneltoride  

thewrongtrainwhichleftusatthestation  

irlLillewherenoonespokeEnglish．  

Oh，howIwiBhwehadarrivedinAmsterdam  

instead．rmmadateverything：atGod，BinceAmsterdam  

isfhraway；atDominic，mySCuZZyfriend，hrhitching  

OntOthatnuisanceofagirlwithherhaughtyEnglish  

accent；andather，tOO，払renjoyingabordergu且rd’so恥rednight  

Ofcomfurtwhilewe6atStifnyinBtraight－backedstation  

Chairseontemp）ating■murdertogetaquickride   
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thismorning．Why，God，doescaraftercarride  

PaSt？Thissignthatsaysit’sahundredki）ometerstoAmsterdam  

mightjustaswellbethegrafntiIE；aWintheVictoria呂tation  

john：5，39了milestoWallDrug，SouthDakota．Hitching  

isahel）uvalotharderthanthoseYugoslavsletonthenight  

WeateanddranktogetherinthatdistantEnglish  

Pub・Nowwe’restarved－havingeatenonlystaleEnglish  

mumnssavedfh）myeSterday．Wecan’tgetaride  

andIfbelalmsed，andaslowa眉almokednightwalker．  

Ⅰ’mthirstytoo，anddreamingoffreebeerinAmsterdam’B  

HeinekenBrewery．Sofinal1y，fedupwithhitching，  

WeCOnBultourcompassandheadbacktowardsthestation  

fbrtickets．Atthefirsthousewecometo，Istation  

myBelfonthecurbwhileDominicrepeat畠theEngli自h  

WOrdrapeoverandovertoaconfusedwomanhitching  

Clothesonaline．I釘1eSSthefbolis且gunngonaride  

fromtheFrenchpolice．（We’veheardthatthecopsinAmsterdam  

lettheredlightsshinelateintothenight  

andthattheypatrolthestreetsonhorses，uBingnightsticks  

hrweaponE；．）Ⅰ’mstillstaringintothegutter，myStation  

inli砧，besetbypremonitionsofarrestandbrutalityiTlAm畠terdam  

WhenDominicconvincesthewomanthroughaFrench－English  

phrasebooktogiveuswater．Butwestillcan’tgetaride  

backtoLille，andIつmbeginningtothinkit’simpossibletohitch  

inFrance，IjustkeephopingthattonightwemayhearEnglish  

againandhaveanAmsterdamgoodtime．Andlater，aSWeride  

therighttraino11tOfthestation，IprayforFrance’shitchhikers．  

－GeorgeAnderson   
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フランスでのヒッチハイキング  
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ほくたちは路上で二日酔いのまま車に便乗させてもらおうとしていた  

昨夜ドゥヴァー浜で酔っぱらって  

海峡を渡し船で渡って乗ったはいいが  

方向遠いの列車でぽくたちはリールの駅に  

置き去りにされたがそこでは誰も英語を話さなかった。  

おおばくたちは代りにアムステルダムに着いていたらとどれ程  

思ったことか。ぼくはやたらに腹が立った，神に，だってアムステルダムは  

遥か彼方なんだ。いけすかない友だちのドミニックに，車に便乗させよと  

せっついて，高慢ちきな英語口調で話す女をえらく迷惑がら  

せたから，そしてその彼女にも，国境監視員の今夜愉快にやろうよという  

申し出を楽しんだから，その間ぽくたちは背の真直ぐな監視所の椅子に  

強ばって坐って 朝になったら素早く乗りこむ厄介な仕事をやるかと  

目論んでいた。全くどうして車という草が通り過ぎて  

ゆくのか，アムステルダムまで百キロなんていうこんな標識じゃ  

ぼくがヴィクトリア駅の便所で見た落書の方が余程  

ましというものだ，（サウスダコタ州ウォールドラックまで5，397マイル〉，便   

乗とは  

すごい当りくじみたいなもので あの硬のユーゴスラヴイア人たちなんてもの   

じゃない  

ほくたちはあの遠いイギリスの居酒屋で一緒に飲み食い  

したのだった。今 ぼくたちは腹ぺこ－「何Lろ昨日とっておいたパサバサの   

イギリスの  

小形丸バンしか食べてないんだ。辛をつかまえられないんで  

ぼくは酷い目に会っていると感じ，薬中の夜歩きみたいにへたり込んでいる。  

ただ 喉も乾いて，アムステルダムのハイネケン醸造所の無料の  
ビールを夢みている。で とうとう便乗には嫌気がさして  

ほくたちは磁石を振りに駅の方へ戻ってゆく   
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切符を求めに。最初行き当った家で ぼくは立ち止まる  

縁石の所に，ドミニッタが「強姦」という英語を  

何度も何度も繰り返している間，それで混乱した女は衣服を引張り続ける  

あちこち平均して。ほくは思う あの馬鹿はフランスの警察から辛がくるのを  

当てにしているのだと。（聞いたことがあるがアムステルダムのお巡りは  

夜更けに赤い灯火を輝かせて  

烏で街路を巡回し 武器には警棒を  

使うのだと）。ほくはまだ溝を見ている，ほくの人生での位置は  

アムステルダムで逮捕され野蛮な目に会うのだという虫の知らせに悩まされ，  

と，その時，ドミニックがその女を仏語一案語句集を使って  

納得させて水をもってきてもらった。しかしほくらはやはり車に乗って  

リールへは戻れない，それでほくはフランスでの車便乗は不可能だと  

思しl始める。ぽくはただ希い続ける 今夜ほくらは英語をまた聞けて  

アムステルダムでいい目に会えるようにと。そしてその後ばくらが駅から  

まともな列革に乗って出る時には ほくはフランスのヒッチハイカーたちのた   

めに祈ってやるのだ。  

どうも くセステイーナ〉 という詩型は，余程，一人の独白，おしゃべりに適  

しているのだろうか。窮屈な制限は，奔放にまくし立てたくなる衝動を掻き立  

てるのかも知れない。この種の作品が今まで多かったようだ。それにしてもこ  

の作品は，よくしゃべってくれる。“English”と“Amsterdam”が強調され  

“hitch”“ride’’と縁語が鍵語に使われて作品の内容を暗示していよう。“night，，  

は“nightwalker”“nightstics’’と自在に変容させる。この詩一焉割こよってこの  

作中の（ほく〉 は，アムステルダム名誉民市にしてもらえようか。   

最後にもう一篇ある。  

AUTOM：OTIVE  

Flatl］1ack，halfcat／halfseaACOW，P11reSteel－  

morethanaton．Ithadcome  

hitchedonthehonkofwant．Hejusthadtohave   
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whathehadn，thad．ButitcouldMOVE．．．  

Bore－a－teen’s64packmulesmight’vehid  

Ⅵndモーthehood．Tlli呂T－BiTdhadmi許atedsD山h砧TgODd・  

Aonetonautomaticmal1ard．“Good  

God”hismothersighed．仏Itellyouit’sasteal’’  

hisfhtherunderlined．Advice？Shy）ockhid  

inhiselder’shair．〔Itwa島tOhisyarditwouldcome）  

Only3yearsyoungerthanhimself！Theboywasmoved  

t，Olove．Asimilar呂taminahewou）dTleVerhave．  

Mo＄tCarβkickoffby25，Hewo111dhBLVe  

togethimselfingeaf．Itwassettled．Forgood・  

Goddamnifit，ddiebefbrehecould．Sowhatifitmoved  

fhsterthanhimrittooknogeniustoprovesteel’s  
le昌SVulnerablethanskin．“Mytime’llcome  

WhenIdecide！”he’dgu鮎wtotheh山1ethathid  

Whereag－lovecompartmenthadbeen，Wherehehid  

hadto一触manybodyb11thim．Tbatもehadtohave・  

IthithinleVenWhenhe didn’t，Wantlbcome．  

Flooredorbraked，neitherBtateWaSanygOOd  

atkeeI］inghimbackfromthesteel’呂  

Pullunderthedashboardwherenothingmoved．  

Thatwashispoint・．Wireandwing－nutSdon’tmove．  

Somethingdid．HegotdowIlunderandhid  

rightiIISidetheradio．His占kinasnumbassteel，  

itwasn，tear呂butanosehehadtohaveL  

asmellofsolderandexhaust．Nogood．  

FanheltshunghiInfromthedials．Thetimehadcome．  

Hewouldn’townwhathecouldn，tknow．山王Iowcome？ガ  

57   
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Shylockgrinnedgettingin．（Itwashi畠tOmOVe）  

Hisboywa呂aboyandsonogood  

at畠nifnngoutwhatBtrangeneSSthathid  

inanodornohoy’smemorycouldhave．  

Itwashim＄elfas amanthatmovedinthesmellofthe steel．  

Itwasthepusillanimityofpureinstinctthathid．  

Itwaswhathedidn，twant，WaBmadetohave．  

Itwasknowinghe’dkeepgolng．Dependableassteel．  

‾ⅨevinM三唱ee  

自ら動く  

平たく窯く，半猫半海牛，純鋼鉄一  

一トン以上。それはゃって来たのだった  

必要の警笛に乗って引張られてきた。彼はただ持たねばならなかったのだ  

持ってなかったものを。だがそれはく動く〉 ことが出来そうだった・・・■・・  

ポラックスなど目じゃない荷運び蝶馬64頭がボンネットの下に隠れて  

いるのかも知れない，ひょっとすると。この〈サンダーバード〉 はとっくに南   

へ移ってしまっていたのだ。  

一トンの自動マガモ。「おや  

まあ」彼の母は溜め息をついた。「いいかい それは盗品だよ」  

彼の父は強調した。忠告かな？ シャイロックは恐縮した  

年長者の心を煩わせて。（それは本当は彼の中庭へ来る筈だったのだ）  

彼自身よりほんの三歳年下だけ／ 少年は感動して  

愛するようになった。同じような精力，自分にはとても持てないだろう。  

大抵の串は25年までにおしゃかだ。彼は自らを作動させなければ  

なるまい。それはすんだ。永久に。  

彼が自ら調子を出す前にそれが駄目になってたまるか。それに彼より早く動  

いたらどうなるというのだ一天才は必要ではなかった 鋼鉄は  

皮膚ほど傷つき易くはないのを証明するのに。「私の時は来るのだ   
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私がそうしようと決心したら．／」彼は障れている穴に向かって大笑いした  
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そこは計器板小物入れがあった所だ，そこに彼の姿は罷れた¶  

れねばならなかった¶自分以外の誰からも。（それを〉彼は持たねばならな   

かったのだ。  

それが披にそう仕向けた 彼が果たくなくても。  

アクセルを措んでもプレイキを葬卜けても どちらも何ら役に立たなかった  

彼をその鋼鉄の引力から引き離しておくには  

計器盤の下側では 何も動かなかったので。  

それは彼の思った通りだった。導線と媒留めねじが動かないのだ。  

何かが動いた。披は身を屈めて腐れた，  

ラジオの内側に。彼の皮膚は鋼鉄のように無感覚で  

砥が持たなくてはならないのは耳ではなく鼻だった  

盤陀と排気の匂い。全く長くない。  

ファンベルトに掛り切って彼は微調整した。修理完了の暗が遂にやって果た。  

彼は自ら納得のゆかないものは持とうとLない。「どうやって？」  

シャイロックがにやにやしながら入っできた。（動くのは〈彼の番〉 だった）  

彼の息子はまだ小さかった，だから感づくのに役立たなかった  

どういう異常がその匂いの中に障れているかに  

それは少年の記憶に残り得るような匂いではなかったから。  

鋼鉄の匂いの中で車を動かせるようにしたのは 大人としての彼の力だった。  

それは純粋な直感の中に障れている臆病きだった。  

それは砥が望まなかったのに持つはめになったものだった。  

それは彼がずっとそうLて生き続けるだろうと認識することだった。鋼鉄のよ   

うに，頼りになる。  

超歴史ものの古自動車を必要に迫られて人手してあれこれ試みて修理した父  

親の姿を主にその息子の少年の視点から描いたものである。‘七ome”‘‘good”の  

自在な使い方，‘‘steel”“stea）”の同音異語の活用など，現代の〈セステイーナ〉  

の面目をこの作品も十分発揮している。第一連五行目の“Bore－aLteen，s64”は，   
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文脈から「強力な」という意味合いとは判るが不明なので，同僚の鷲津浩子氏  

を煩わせてアメリカ人の卸友人に当っていただいた。それによれば“hou畠e  

cleaner”（クレンザーの一種）に“boric acid，，「棚醸」を使ったBORAXとい  

う商品があり，それが“20mule pack”（20頭立てロバのように強力）と宣伝  

しているので，多分そのもじりか，対抗する他の商品名のクレンザーではない  

か，ということだった。拙訳はそれに依る。“T－Bird，，（＝Thunderbird）は，  

米国フォード社製の乗用車で195060年代に流行した。初期のものなら，この  

詩（1982年の詩誌に掲載）作当時，25年以上は経っていて当然のクラシック車  

である。「南へ移る」は，ボンコツ辛か駐車になるという感じ。「皮膚」「鋼鉄」  

は，それぞれ「人間」「草」を表す換喩。この詩には，祖父母，父親（Shylock〕，  

その小さい息子の三世代が登場している。第六連一行呂の「どうゃって（直L  

たの）7」は，少年が父に心の中で訊ねた科白である。追連の三つの“It”は，  

この詩の主題の「肝腎なことは」という意味だろう。〈自ら動く）ことと生き  

方の重要さを示唆している作ということになろう。   

以上で〃eⅢ印g軸e∬喝αg£托e，Vol14．No．1所収のくセステイーナ〉には  

全て触れた。この詩誌のこの号には，行末語四語を くセステイーナ）風に用い  

る四行国連体に二行の追連風のものを付加した計18行の詩型も八篇掲載されて  

いて異彩を放っている。  

＊   

筆者が手元に集めた 〈セステイーナ〉 を以下六篇垣間みることにする。既に  

言及ずみの「とある風景の中の農器具とカブハボタン」の作者John ABhbery  

の作品が，他に二篇ある。続けて示してみよう。  

Tht∋Painter  

Sittingbetweentheseaandthebuildings  

Heeqjoyedpaintingthe呂ea’sportrait．  

Butjustaschildrenimagineaprayer  

IBmerelysilence，heexpectedhissubject  

TomshⅥpthesand，and，Seizingabmsh，  

Pla呂teritsowTIPOrtraitonthecanvas．  

Sotherewasneveranypaintonhiscanvas   
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Untilthepeoplewholivedinthebuildings  

Puthimtowork：“Tryuslngthebrush  

Asameanstoanend．Select，fbraportrait，  

Somethingles畠angTyandlarge，且ndmoresu亘iect  

Toapainter，smoods，Or，Perhaps，tOaprayer・叩   

IIowcouldheexplaintothemhisprayer  

Thatnature，nOtart，mightusurpthecanvas？  

Hechosehiswifb払ranewsubjeet，  

Makinghervast，1ikeruinedbuildings，  

Asifl払rgettingitself，theportrait  

Had expressed itself without a brush. 

Slightlyenco11raged，hedippedhisbruSh  

Inthe日ea，murmuritlgaheart砧Itprayer二  

“Mysoul，WhenIpaintthisnextportrait  

Letitbeyouwhowrecksthecanvas，”  

Thenewsspreadlikewi1dnrethroughthebuildings＝  

Hehadgonebaektotheseafbrhissubject・  

lmaglneaPaintercrucinedt・yhissuttiect！  

Toqexhaustedeventoli氏hisbmsh，  

HeprovokedsomeartiBtSleaningfromthebuildings  

Tomaliciousmirth：”Wehaven’taprayer  

Now，Ofputtingourselvesoncanvas，  

Orgettingtheseatositfbraportrait！，，  

OthersdeclareditaselfAPOrtrait．  

Final1yallindicatiDnSOfasubiect  

BegantOfhde，1eavingthecanvas  

Perfectlywhite，Heputdownthebrush  

Atonceahowl，thatwaBalsoaprayer，  

Arosefromtheovercrowedbuildings．  
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nleytOSSedhim，theportrait，filOmthetal1eE；tOfthebuildings；  

Andtheseadevouredthecanvasandthebrush  

Asthoughhissu旬ecthaddecidedtoremainaprayer．  

－JohnAshbery（1927）  

画  家  

海と建物群の間に坐って  

彼はその海の肖像画を楽しみながら描いてtlた。  

だが 子供たちが祈りは唯の沈黙に  

すぎないと想像するように 績は自分の主題が  

砂地にどっと駈け上ってきて 絵筆を執り  

画布に自らの肖像を塗り着けるものだと思った。  

それで彼の画布には 如何なる絵も全く現われなかった  

遂にその建物の居一任者たちが  

彼に作業を促した，「絵筆を使ってみなさいよ  

目的を果す手段として。選びなさいよ，肖像画のために，  

何かそんなに怒りっぽくて大きいものでないものを，そして主題は  

もっと画家の気分に，あるいは恐らくは，祈りに 叶うものを」と。  

どのように彼は彼らに説明できたろうか，自分の祈りを，  

芸術ではなく自然が画布を横取りしてくれるかも知れないという思いを。  

彼は自分の妻を新たな主題に選んで  

彼女を広大なものに 庵虚となった建物のようにした  

まるで 思わず知らず その肖像画が  

絵筆なLで自ら表現されてしまったとでもいうように。  

些か励まされて 彼は絵筆を海に  

捜Lて 心からの祈りを呟いた。  

「我が魂よ，私がこの 次の肖像画を描く時には  

それは 画布を難破させる君であってくれ」  

消息は野火のように建物から建物へと拡がった，   
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彼は主題を求めて海へ戻ってしまったと。  
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自らの主題によって礫刑の責め苦に会う画家を想像したまえ／  

疲れ切って絵筆を持ち上げることさえ出来ずに  

彼は 建物から身を乗り出している何人かの芸術家に  

意地悪な喜びを掻き立てた，「我々は祈ったりLないね  

今どき 自分自身を画布に描こうとか  

海に肖像画のモデルになってもらうなんて．／」  

他の人たちは それは自画像だと断言した。  

遂に 主題を表示するものが全て  

薄れ始め その画布は裏白に  

なった。彼は絵筆を播いた。  

同時に わめき声が それは祈りでもあったが  

人々の溢れ返っている建物という建物から湧き起った。  

人々は彼を，その肖像画を 建物の中でも最も高い処から放り投げた，  

すると海が その画布と絵筆とをむさぼり食った  

あたかも彼の主題が 断固 祈りのままであり続けようとしているかのよう   

だった。  

芸術家である画家の本質・有り方・苦悩・周囲の人々との関係，などを象徴  

性豊かに透き通った書き方で描出・形象化Lた作品で，ポパイたちが躍動した  

前述作とは趣きが大変異なる。Ashberyは美術批評を長く担当した経験もあっ  

て，絵画や画家の世界に造詣が深い。  

FaⅦSt  

IfonlythephantOmWOuldBtOPreapPearing！  

Business，ifyo11Wantedtoknow，Wa眉Punkattheopera．  

Theheroinenolongerappearedin鞄ust．  

Thecrowd5StrOlledsadlyaway．Thephantom  

Watchedthemfromtheroof；notguessingthehungers   
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Thatmu＄tbestirredbefbredisappointmentcanbegin．  

Onedayasmomingwasabouttobegin  

Amaninbrownwithawhiteshirtreappearing  

Atthebottomofhisyellowvest，WaStalkinghungers  

Withthesilver－haireddirectoroftheopera．  

Onthegreen－Carpetedfl00rnOPhantom  

Appeared，eXCePtyellowsquaresofsunlight，1ikethoseinFbust・  

ThatnightasthemusiciansfbrBbust  

Wereabouttogoonstrike，lestdarknessbe由n  

Inthecorridors，andthroughthemthephantom  

GlideunobstruCted，thevisionreappearing  

OfblondeMargtleritepracticinganewopera  

Atherwindowawoketerriblenewh11ngerS  

Inthealready呂tarv1ngtenOr．Buthungers  

Arejustanothertopic，1ikethenewFaust  

Driftingthroughthetunnelsoftheopera  

（Insearchoflostoldage？Fortheybegin  

Tonoticeatwinkleinhiseye．Itiscolddaylightreappeanng  

Atthewindowbehindhim，itselfaphantom  

Window，Paintedbythephantom  

Scenepainters，Bickofnotgettingpaid，Ofhungers  

Forascenebelowoftiny，reaPpearlng  

Dancers，Withasandbagfhllinglikeanotein凡ust  

Throughpurpleair．AndtheBPeCtatOrSbegin  

To11nderstandthebleedingtenorstaroftheopera．）  

Thatnighttheopera  

Was・CrOWdedtotherafters．Thephantom  

Tooktwenty－ninecurtainca）1s．”Beginl   
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Begin！”Inthewingsthetenorhungers  

Fortheheroine’6COnvu1sivekiss，andFaust  

Moves包丁Ward，nOlongeryoung，代appearing  

Andreappearingfbrthelasttime．Theopera  

FatLS亡WOuldnol【Ingerneeditsphantom．  

Onthehare，Sunlitstag・ethehungerscouldbegin．  
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－JohnAshbery  

ファウスト   

まはろ」  
幻が再び現われるのをやめてくれさえしたら／  

知りたければだが，その歌劇では商売上ったりだった。  

女主人公が『ファウスト』にはもはや現われなかった。  

群衆は悲し気にぶらぶら立ち去った。その幻は  

彼らを屋根から見詰めていた。切望のことなど思いもせずに  

それは落胆が始まらないうちに掻き立てられねばならないなどとは。  

或る日 朝が始まろうという時  

ワイシャツを黄色い胴着の裾に再び現わした  

茶色の服の男が 切望を話していた  

その歌劇の銀髪の演出家と。  

緑の舐毯を敷きつめた階には 昔］はもう  

現われなかった，日光の黄色い方形の区画以外は，それらは『ファウスト』の   

中のに似ていたが。  

その硬『ファウスト』を演奏する音楽家たちが  
ストライキ  
罷業を始めようとした時，というのも闇が回廊に降り始め  

そこにあの宣］が何ら妨げられずに  

滑り込んで来ては困ると思ったからだが，その時再び現われた幻像は  

金髪のマルグリツトので 新しい歌劇の役を自らの窓辺で  

演じて恐しいまでに新たな切望を目覚めさせたのだった   



森 田   孟  66  

既に渇望させて止まないテノールで。だが 切望は  

また全く別の話題で，新しいファウストのようだった  

彼はその歌劇のトンネルの中を漂うのだったが  

（失ってしまった老齢を求めて？ というのも人々は気付き始めているのだか   

ら  

彼の眼の中のきらめきを。冷たい日光が再び現われている，  

彼の背後の窓辺に，それ自身宜】の  

窓で，幻の舞台装置画家によって色を塗られていたが  

彼らは給料の未払いに嫌気がさして 切望していた  

下の 小さな再び現われる踊り子たちの場面を，  

彼女たちは砂袋を 『ファウスト』の中のある楽音のように  

紫の空気の中で 落としていた。そして観客たちは理解し始めていた  

その歌劇の 血を吹き出させるようなテノールのスターを。）  

その夜 その歌劇は  

天井桟敷まで混雑していた。その昔】は  

29回のカーテンコールを得た。「始め／  

始めノ」 舞台の突き出しでは テノール歌手が切望している  

女主人公の激しい接吻を，そしてファウストは  

前方に動いてゆき，もはや若くはなく，再び現われ  

また最後に再び現われた。歌劇  

Fファウスト』には もはやその幻は必要ではないだろう。  

誰もいない陽の照っている舞台上でなら あの切望は始まりそうだ。  

具体的な歌劇の講演を背景に，作者が創造力を駆使した作品で，写実風と象  

徴風の混交した作風である。くファウスト〉が現代の人間生活で持つ意味が寓  

意としてあるだろうが，この作者の常でその意味は難解である。今は立ち入れ  

ない。   

次に，W．S．Men扇n（1927－）の作品を二篇見てみよう。やたらに行末語を  

変化させないで最初の連のをそのまま使ってゆく端正な正兢のくセステイーナ〉  

を，この人たちは作る。   
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VariationonaLinebyEmer島On  

InMay，Whensea－windsplerCedt）urSOlitudeE；．  

IntheMaywind畠nOtyetWarmedoutofmalice，  

AtacertaindoorwayonceIstood，myfhce  

Leaningwestward，alittlebefbreevening－  

Oh，thoughallbreathbeseasonal，Whoeantell  

Astorylikenewgrassblownin呂unlight？  

InMaywhenwindsblowwestwardintothelight  

Asthoughbothwoulddepartoursolitudes，  

Tho11ghthedoorbedi恥rent，WhatcanItell，  

Feelingthesunthus臨ilfromal11ifbandmalice？  

Butoncethemeasureand呂ightofday，ateVening，  

Diedintheshadows，BO，Ofaeoldfhce．  

Yo11thathavefbrsakenthedoor，thefhce．  

Burgeon，body，decrease，theturninglight，  

Whokeepsuchsingleq11ietbothmorn1ngandevenlng  

nlataPPrOaChbutmultiplie6yOurSOlitude占，  

Whetherthebodilydeathisdeathtomalice  

Nottheintrl娼ionsofBeaAwindte11．  

Letakinddictiono11tOfthe＄had（）WStell，  

Nowtowardmyslumber，a）egenduntomyfhce  

Of畠1eepasaquietgardenwithoutmalice  

Wherebodymoves†afterlthehitterlight，  

Astaiddanceamonginnocentsolitudes；  

SoletmelieiIla6tOry，heavywithevening．  

ButIdreaInOfdi＄tanCeSWhereatevening  

Ghostbegins（aBnOmigrantbird畠Cantell）  

AjourneythroughoutlandiE；hsolitudes，  

67   
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Hair且1lway＄lifted，1eaveswildagainstfhce，  

Feettrammeledamongdunegra＄＄，with呂pentlight，  

And且ndsnoroofatlastagainstwindormalice．  

Sir，Whohavelockedyourdoors，butwitlmutmalice，  

Ormadam，Whodrawyour＄hawlagain与teVening．  

Bytheadumbrationsofyourthinlight  

Whatbutthispoorcontentioncanyoutell：  

Cea＄elessintrudershavedemeanedyourfhce  

AndcontrivedhomeBteadsinyoursolitudes．  

TellmewhokeeI）Sinfrangiblesolitudes  

Buttheevening’sdeadonwhosedecidedf加e  

Morningrepeat＄themaliceandthelight．  

－W．S．Merwin（1927止）  

エマソンの或る一行の変幸  

五月，海風が我らの人気なき幽所を葺き吹く時  

敵意のせいで未だ暖められていない五月の風の中  

とある戸口に或る時一度私は立った，顔を  

西方に傾けながら，夕べになる少し前だった－  

おお，あらゆる息吹は季節のものだが，誰に語れるだろうか  

日光を浴びて風に吹かれている新しい革のような物語を。  

五月，風が西方へ先の中へと吹く時  

ひ七 まるでその両方が我らの人気なき幽所を去ってゆくかのようだった  

その戸口は特異なものだったが，私に何が語れようか，  

太陽がこうしてあらゆる生命と敵意とから弱まってゆくと感じながらでは。  

しかし一たび昼間の尺度と光景が，夕方，  

影の中で消えると，すると，冷たい顔のが現われてくる。  

君は，その扉を，その顔を，若枝，身体を   
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見棄ててLまったが，変りゆく光を減らす，  

君ほそういう唯一一の静かさを酌も夕べも保つのだ  

何しろ君の寂しい幽所に近づきながらその寂しさを増大するのだから，  

肉体の死が敵意にとって死なのかどうかは  

海風が侵入して来ても判らない。  

fi9 

影の中から親切な言葉偉いに語ってもらおう，  

今は私のまどろみの方へだが，一つの伝説を 私の眠りの顔に  

それは敵意のない一つの静かな庭なのだ  

そこでは身体が動いているが，厳Lい光の後では  

無垢の幽所の間に落ち着いた踊りが現われる。  

だから私を物語の中に入れてもらおう，夕べどっぷりと。  

だが私は，遠方のことを夢みる そこでは夕べになると  

亡霊が始めるのだ〔渡り鳥には語れないのだが）  

片田舎の幽所を通り抜ける旅を  

髪をずっと振り上げながら，革の棄を激Lく顔に当てながら  

足を砂丘の草の間にひっかけながら，光を葉しながら  

そしてその挙句 風か敵意を防ぐ屋根は見付けないのだ。  

先生，あなたは扉は閉ぎしてしまったが，敵意は抱かなかった，  

あるいは奥方，あなたは片掛けを引き寄せて夕べから身を守った  

あなたの薄い光の陰影によって  

この質しい主張以外に何をあなたは語れるだろうか，  

絶え間ない侵入者たちは あなたの顔を汚して  

あなたの幽所の中に家屋敷を持とうと企画してきたのだ。  

語りたまえ 誰が毀れない幽所を維持Lているのか  

だが 夕べが死ぬと その断固たる顔の上で  

朝が 敵意と光とを反復するのだ。  

エマソンのある一行とは，WaldoRalphEmerson（1803，18呂2）の16行の詩  

The Rhodora”「カナダシヤクナゲ」（1839）の第一行で，マーウインはそれ   
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をこの（セステイーナ〉の冒頭に据えて「変奏」を行った。“OnBeingAsked，  

WhenceIs the Flower？，，「花はいずこからと問われて」なる副題のようなも  

のを持つエマソンの詩は“Bea11tyisitsownexcuseforbeing”「実はそれ自  

身が存在理由である」なる有名な諸行があることでも知られている。エマソン  

の詩句との関わりからの考察なども今は立ち入る余裕がない。  

Se島tim且  

fbrRobertGraveB  

WhereIcamebytorchlightthereisdawn－SOng：  

Leavesremembering，SuddeIlaSaname  

Recalled什omnowhere，rememberingmorning，  

Freshwindinhighgrass，CricketonI）lowshare，  

Whi畠perOfstreaminthegTeen－Shadowedplace，  

ThruShandtanagerkeepingsea層On・  

tlaveInotal＄0wi11edtobeheardinseaBOn？  

HaveInotheardangerraisedinasong■  

Andwatdledwhenmanywento11ttOawi1dplace  

Andfb11ghtwiththedarktomakethemselvesaname？  

Ihaveseenoftho＄eChampionslmwthinashare  

a托eronenight，Bhookofftheirsleepatmorning．  

Inastonymonthalongclouddarkenedmoming・  

meirftetgonewhite，Shufningthecoldsea副）n，  

mebreathofsomewasworntoosmalltoshare．  

HaveInotheardhowfragi1ethengrewsong？  

Graywaterlashedatthei＄1andofone’sname．  

Andsome呂tayedtoflutteremptyinthatplace．  

Whatroadi畠itonefbllow60utOfthatplace？  

Iremembernodirection．Idreamedofmoming，  

Walking，Warmingthetongueoveraname・   
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Anda缶wofuscameoutofthat，爵eaSOn  

Asthoughfromsleep，andstoodtoobleakIbrsong，  

AmdsawhillsandlleaVenintheoned．awnshare．  

Whom畠hal1Ipraisebeforethegrayknif旨share？  

Ihavegonelikeseedintoadarkplace．  

WhomshallIclmoset．omakenewwith＄Ong？  

Fortherewi11besinkingbetweennightandmorning，  

Li自pOfhushedvoices，adwindledBea且On，  

thesmalllightsthatflickerataname．  

WhereagalnShal1Iwa）kwithvariou8name？  
Mercile鼠SreStlesBneSSfhllstomyshare．  

Whosehouse畠hal1Ⅰfi11fbrInOrethanaseason？  

Iwokewithnewwords，andineveITplace，  

Underdi鮎rentlights，eVeningandmorning，  

Undermanymasters占tudiedonesong．  

AbreathednameIwa眉Withnoresting－place，  

Aboughofsleepthathadnoshareofmorning，  

Ti11Ihadmadebodyandseasonfroma畠Ong．  

71  

W．S．Merwin   

セステイーナ  

ロバート・グレイヴズヘ  

私が松・明の明かりでやって来た所には 夜明けの歌がある。  

木の葉が思い出しているのだ 突然 名前がどこからともなく  

思い起こされた時のように 思い出Lているのだ 朝を  

丈高い草むらの爽やかな風を 鋤簾の上のコオロギを  

緑の影立った所を流れる流れの囁きを  

章節の盛りを告げるツグミヤフウキンチョウを。  
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私もまた最盛期に耳を傾けて欲しいと思わなかったろうか。  

私は怒りが歌の中で昂まるのを聞いて  

見詰めなかったろうか，多くの人々が荒れた所へ出ていって  

閣と闘いながら自ら名を成そうとするのを。  

私はそういう闘士たちについて，分け前の薄いことを知ってきたのだ  

夜が被らの眠りを朝になって揺すり払ってみると。  

石のような冷たいひと月が経って 長い菓が朝を暗くした。  

積らの足は白くなり，冷たい章節を引き摺ってゆき  

ある者の呼吸は疲れて余りにも僅かとなり分け合えなくなる。  

そうなると歌がどれ程脆いものになるか私は聞かなかったろうか。  

灰色の水が人の名の付いた島に打ちつけた。  

そして或る者はその場所に留まって虚しく右往左往した。  

人はどの道を辿って そういう場所から出てゆくのだろうか。  

私にはどの方向にも覚えがない。私は朝切ことを夢みていた。  

歩きながら 或る名前を繰り返しながら 舌を暖めていた。  

我々の中にはその季節からやってきた者も何人かはいた  

眠りから醒めたみたいに，そして歌には適しくない荒蓼たる姿で  

見ていたのだ 丘陵と天空が一つ夜明けに関わっているのを。  

灰色のナイフが関わらないうちに 私は誰を貰讃しようか。  

私は種子のように暗い堵所に入ってLまった。  

歌で新しくするのに私は誰を選ぼうか。  

というのも夜と朝との間に 沈んでゆくだろうから  

静まった声々のさらさらいう音が，次第に縮んでゆく季節が，  

名前目がけてちらちら揺らめく小さな明かりが。  

どこへ私は再び，種々の名前を持って歩し1てゆくのだろうか。  

無慈悲な不安が私の分け前になる。  

誰の家を私は一章節以上もの間 充たしておくのだろうか。  

私は新しい言葉と共に眼覚めて，どの場所でも．  

異なった光の下で，夕べも朝も，   
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多くの宗匠の下で，一つの歌を習った。  

73  

息を吹き込まれた名前だったのだ 私は一 宏息所の全くないままに，  

朝を全く共有しない眠りの大根だったのだ，  

私が一つの歌から 身体と章称を作り出してしまうまでは。  

この詩は，Robert Graves（1895L1980）に捧げられている。グレイヴスの  

何がこの詩作を誘発したのだろうか。  

最新の詩に属するもの二篇州 を次に見よう。  

M王・．X  

AllmyEx’占  

1iveinTexas，SOthecountrysong・Bay呂andnoexcuses，  

it’呂mO眉tlytruefbrmetoothatthe呂Pade－Shapedextra  

bigBtatewithitscottonlintsandRubyRedsholdsthecruⅩ  

Ofmysemi－truCk－Ⅰ’ve－neVer－had－any－kind－Of－111Ck－de）llXe－  

SuPer－highjinxrborn－tO・be－unhappy－ifJit－ain’t－broken－don’t・fix－  

itloves，fbrexample，therewasthesnakebitmudloggerwhofiⅩed  

himBelf鮎reverdivingoffthathexedbridge，andtha七重bxyex－  

Patriotwhoimportedexoticparrot＄－he’dpumpme11Pwithhisdeluxe  

Stu托thesalesmanwhofbltBO訂1iltyfurthewide－eyedexcuse畠  

hetoldhiswifもthatat．theBigSixMoteljuBtOutSideLa自Cruces  

hespentthea氏ernoonhunchedoverExod11S，bemoaningthe呂inofextra－  

marita）sex，andtheharmOnicaplayer，hismouthorgancouldextract  

anoilybendedbllleS，OnStickynightswe’dhitthe12thholepondwitlla   

丘Ⅹ  

OfDo呂EquisandahitofEcstasyandrdwrapmylegsarDundhiBlanky   
CruX，  

asmoonlightcutthroughthewaterlikeagiantX－ray，hisHohnerax  

gli＄tenedinandout．Andthentherewasthe缶ckleBE；6hrink．Noexcuse   
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fhrhisIixation，thetaxm且n，thecutebutcherfromtheDeluxe，  

theKilimdealer，thedefrockedpriest．Sowhatifmymotherwasdeluxe  

l11SCious，myfatherwithaBapti呂tStreak，Ican’tblamethem，Iwa畠born   

just extra 

a鮎ctionate．Don’taskabouttheabortions，andwhocanevermake  

eXCuSe呂  

fbrthetimelspentholedupwiththePort－0－CantycoonmyfriendfiⅩed  

meupwith，OrtheM由icansculptorwhomadecathedraI・SiヱedonyxX’s  

twistedcruCi航Ⅹe呂．Art，hequotedMarx，WaShistoryatitscrux．  

ThentherewasthePh．D．whotookmetoPeru and showedmeCrux  

（theSouthernCross），CentauruB，Musca，Vela，Lupus，aIldanotherdeluxe  

equatorialcon呂tellationthatIforgot．ForfunIascribedeach旦ParklyX  

anameanddate，SOnOWIhavea．starcharttoexalteachofmyextra－  

t］rdinaIT，heavenJybodies．Butthatnight王drE；amedthestarswerefixed  

OnStaCksofpages：picaasteriskstoindicateomission，fbotnotes，eXCuSe6，  

explanations．Istoodthere，Ms．D．Giovanni，Withamillionexcuse＄．  

NowinexileIjourTleyOntheStyxwithMr．X．in8urboattheCrux  

CTitieorum．Iwearanaquaslicker，heasharkskinsuit．Ile’5nOn－fiction，  

neverincognito．We’vegotourBeXtantandspymanualopenonour   

de】uxe  

Waterbed．Icanju6tmakeoutthetattDOabovehisboxersinthisextra  

dark，there’sthecurveofhi畠back．Nowwe’11breakthecodeandgo   

beyondX．  

－CatherineBowman（1957－）  

エックス氏  

私のエックスは皆  

テキサス住まい，と，あの民俗歌謡は言う 何の理由も付けず  

それは私にも大抵当て駿まる そのスペイド型の特大の   
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綿花布地と 〈ルビー・レッズ〉 産出州は難題を抱えているのだから  

半トラック乗り回しの・全くの〈付き〉無しの・超豪華版の烏鹿にうつつ抜  

かしの・不幸に生まれ着きの・何か壊れなくては巧くゆくことなしの連中  

ばかりが吾が恋人という，例えば，蛇に填まれた呪われた撫，彼は自ら敢えて  

永遠にあの呪わしい橋から身投げしてしまった，それにあの校滑な元  

愛国者，披は異国の艶鵡を輸入して私からお金を引き出したのだ 真筆な  

商品で，純な言い訳をしてひどく悪がった販売外交員がいた  

彼は真に告げたのだ ラス・クルースイズの一寸郊外の「ビッグ・シックス・   

モーテル」で  

その午後，『出エジプト記』を読みながら 船外セックスをした罪を嘆いて  

いたと，それからハーモニカ奏者がいた，彼のハーモニカだと引き出せたのだ  

油のように滑らかなブルースを，蒸し暑い夜な夜な私たちは12番ホールの他に   

立ち寄っては一寸  

くドス・エキス〉 をひっかけ〈恍惚）を一本やって私は両脚を彼のひょろ長い   

中心部に絡ませたものだ  

月の光が度外れたエックス線のように水中を貫き，彼のホーナー製の楽器が  

きらめいては出たり入ったりした。それからぐったり縮んだ。何の言い訳も  

しなかった 自分の麻薬常習には。課税人，デラックスから来た気障な肉屋，  

キリム絨毯商人，聖職を剥奪された牧師。で，どうしよう もし母が章雇に  

官能を唆り，父が浸礼派気味ときて，私が彼らを非難できず，私が愛情外で  
Jフろ  

生まれたのだったら。訊ねないでよ 堕胎したことや，言い訳を誰がしてくれ   

られるかについて  

私が（ポート・オ・カン〉 の大御所としけ込んでいた時間のことで，それは  

友だちが整えてくれたのだったが，あるいはメキシコ人彫刻家，彼は作ってく   

れた 大聖堂大の塙塙魔のエックス像を  

ねじれた礫刑十字架像を。芸術は，と彼はマルクスを引用した，その最も肝要   

な点で歴史であると。  

それから学位のある人がいて，私をペルーヘ連れてゆき見せてくれた クラッ   

クス   
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〈南十字座〉 を，ケンタウルス座，蝿座，帆座，狼座，その他の長章な  

私の忘れてしまった赤道直下の星座を。戯れに私は 閃光を放つエックス各々   

に与えてみた  

名前と日付を，それで今や私は星図を持っていて褒めそやせるのだ 私の異常  

な天体の各々を。しかしあの夜私は夢を見た，星々が張り付いたのだ  

山なすページの上に，バイカの星印が示していたのだ 省略，脚注，理由，  

説明を。私はそこに立っていた，ドン・ジョヴァンニ婦人は，無数の言い訳を   

しながら。  

今や私は追放されて三途の川を旅Lている，エックス氏と我らが船「批評家泣   

かせ」号  

に乗って。私は防水レインコートを，彼はレーヨン織りの三つ揃いを着て。彼   

は虚構ではなく  

決して匿名にはしない。私たちは六分儀を持ち，間牒用便覧を開いていた，私   

たちの薫華な  

水落団の上で。私には彼のショートパンツの上の辺りに刺青が見てとれる，こ   

の特別の  

闇の中でも．彼の背の曲線があることも。さあ，私たちは暗号を解いてエック   

スを凌ぐことにしよう。  

これはまた，何とも凄じい，現代詩の面白躍如たる雄篇と言おうか。構文面  

でも瞳冒させられる。第一連5行目の“my”以下，ハイフンで繋がれたものが  

全て，第二遠目頭の“loves”の形容詞というものすごさである。挙げられてい  

るだけで他r example以下）計11人のいずれも風変りで奇妙な余りばっとし  

ない「愛人たち」を経験しているこの作中の「私」は，自らを女性のドン・フア  

ンと目し，それをイタリア語風に“Ms．D．Giovanni”と呼んでいる。“Ruby  

Reds’，は内部が深紅色の果汁で美味なグレイプ・7ルーツ，“Dos Equis”（＝  

Two Horses）はメキシコのビール，“Ecstasy”は市場に出回る「麻薬」類。  

“mlim，，は，カフカス，トルコその他の近東でできる華麗なキリム絨毯である。  

なお，“Port－0一七an”は，日本でも建築現場などではおE［r染みの“portabletoi・  

1et”のことで，この移動式の手洗いは，R（】deo，Festivalなどの時は，何十箇  

とずらりと並べられて壮観だと，これはSheila Roberts教授の教示を得た。  

〈私〉の愛人の一人はこの手洗いの製造で富を得た人物，というわけである。   
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この詩については作者自身が，この詩を収録Lた件の『詩華集』（p．240）  

で概略，次のように語っている。   

七月のことだったがテキサスのポート・アランサスの海岸にいたら，ラジオ  

でGeorgeJonesがそのカントリー，ウエスタンのヒット曲“AllMy Ex’s  

Livein Texas”を歌っていた。私が砂にⅩを書いたら，波がそれをさらって  

消した。またⅩを書く，また波が消す。そうして六回それが続いた。六回のⅩ．  

六は 〈セステイーナ〉 の致だ，というわけでこの詩を書くに到った。この詩で  

は60回（正確に数えれば65回），Ⅹの文字とⅩ昔を反復Lて，縫うように用い  

てある…・・・。   

Ⅹ昔の執拗な使用も誠に美事である。作者が同じところで言っている，「私  

の砕けた心を支え容れてくれる砕けた 〈セステイーナ〉」“abrokensestinato  

hoIdmyhrokenheart”を文字通りに可能にした技術であろう。   

もう一篇，James Cumminsの作品がある。この詩人は余程この詩型が好  

きだとみえて，前年度の詩華集1n に揺られた作品も“SeBtina”と題するもの  

で，性愛にまつわる男女の葛藤について思索を展開していた。これも既に紹介  

ずみである。12）カミンズはその詩華集の中でこう語っている。「セステイーナ  

は，散文のリズん 不条理．物語，議論を包含Lて形成する驚嘆すべき方法だ  

と思われる。セステイーナは詩の中での考え方，く次に何が来るか〉 を私に教  

えてくれるのだ」と。次に何を持ってくるかは，自分であれこれ考えれば数カ  

月数年もかかるのに，と彼は言う。くセステイーナ〉 は最初の連で鍵語六語と  

以後のその六語の位置まで決まってしまう。彼の新しい作品を見てみよう。  

Se占tina  

Hewantedtotellhertheweekendideawas‘neat，’  

Buthekepthearinghimselfrepeattheword‘funny．’  

Shenamedthenamesoftree＄，flowers：町CamOTle，tultp．  

HeaskedherwhodidshethiIlkshewaB，GarySnyder？  

Ahovethecar，thenoverthehotel，thespnngmoon  

Wasfu11，Orange．‘Thisisn’tjuBtanOtherflirlg，’  

Shesaidsuddenly．‘Don’tdarethinkit’ssomefling．’  

TheJackDanie）’sarrived，hersontherocks，hisneat．   
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‘1didn’tthinkthatatall．’Behindher，themoon  

l，00kedaway，Shefretted．‘IjuBt－Iftelfunny：  

AmaEingly，itoccurredtohimsomethingGraySnyder  

Oncesaidwasappropriate．Herepeatedit，‘Tulips，’  

Shesmiledback．‘Let’stakeawalkthroughthetulips．’  

Later，theydidn’tmakelove．Shewasshy．Somefling，  

Hebrooded．DidshereallythinkhelihedGarySnydeT－  

Thathe，tOO，thoughthehadital1summeduplnaneat  

Littlepackage？Funny，hegroaned．WoTSethanfunny．  

Igetitallright払ronce：drinks，rOOm，eVenthemoon  

Cooperates．HowoftencanyOuCOuntOna6pringmoon  

Slippingthroughthesycamores，Pickingoutthetulips  

Inthenightair？SheBhouldf旨elromantic，nOt’funny’！  

Lyingnexttoher，hefbltsorestlessTeagertOfling  

Hisbodyatophers－Seeking，yetincontrol，hisneed  

Ascetic，畠enBual，yetpOiE；ed山一－－∈lE；uburbanGarySnyder…  

Inthedark，Bhetea＄ed：ThinkingaboutGarySnyder？’  

men：‘Ⅰ’mn（】tSOShynow：Hethoughtaboutthemoon，  

AndaGracePaleycharacterwho‘1ikedhiBPuS町neat．’  

Thenshewa眉tOuChinghim，needinghim，hertwolips  

SoftflowerB，emissariesofheILbody．so氏1yruming  

Againsthim，mOvinghim，SOPOWerfu11yitwa眉n’tfunny…  

Afterward，theywereawkward，Shy，tryingtobefunny．  

Theycouldn’tgetanymoremileageDutOfGarySnyder．  

‘Somefling，’hesaid，andsheflungback，‘Somefling！T  

Butmostlytheywerequiet．Outside，thebigyellowmoon  

Yawned．IlemadeamentalnotetosendherBOmetulipB．  

SheBtaredo11tthewindow，thinkingabouttheword‘neat：  

★   
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HethoughtoflmwBhe’dflingherhair．Andthemoon．．．  

Itwasf言nito．NextweekhegotabookbyGarySnyder  

hthemail．Thatwasfunny．H8βentherthet111ips．  

－JamesCummins（1948－）  

セステイーナ  

披は彼女に言いたかった 週末のその計画「素敵だ」よと。  

だが，自分では繰り返しているのが聞こえていた，「変だ」という語を。  

彼女は木々の，花々の名前を正しく言っていた。アメリカスズカケ，チューリッ   

プと。  

彼は彼女に訊ねた，君は自分を誰だと思っているの，ゲーリー・シュナイター  

・だとでも？  

車の上を，それからホテルの上方を，春の月は  

満月でオレンジ色だった。「これは一寸した羽目外しなんかじゃないわ」，  

彼女は突然言った。「何か羽巨外しだなんて思わないで」。  

〈ジャック・ダニエル〉 が届いた，彼女のはオンザロック，彼のは生で。  

「そんなこと思わなかったよ」。彼女の背後で，月が  

目を逸らした。彼女は集立ってVlた。「私はただ一変な感じ」。  

驚いたことに，彼には不図思い浮かんだのだ，ゲーリー・シュナイダーが  

かつて或ることを言ったが適切だったのだと。彼はそれを繰り返した。「チュー   

リップの花々」，  

彼女は微笑み返Lた。「チューリップの花々の中を散歩しましょうよ」。  

それから後で，二人は交わらなかった。彼女が蓋じらったのだ。羽目外しか  

と彼は考え込んだ。彼女は本当に思ったのかな，ぼくがゲーリー・シュナイダー   

を好きなんだと一  

ほくもまた考えたのだと，自分・がそれをすっかり要約してしまったのだ 小清   

潔な  

小さな包みの中にと。変な，か，と彼は叩いた。変よりもっと悪いや。  

今度はうまくいっているのだ，酒を呑み，部屋をとって，月さえ   
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協力してくれている。どの位起りうることだと思うのか 春の月を頼りに  

アメリカスズカケの木々の中を滑り抜け，チューリップの花々を  

夜気の中で選び出すなんてことが。彼女は甘い気分になっている筈だ，「変な」   

感じなものか。  

彼女の隣りに横たわっていて 彼はひどく落ち着かなくなり，身体を投げ上げ  

彼女の上に乗りかかりたくなった ［ 求めながらも制禦する，自らの欲求を，  

禁欲しながら，欲望Lながら，それでもその両方を釣り合せながら一郊外の   

住人ゲーリー・シュナイダー・・・…  

間の中で，彼女がじらし始めた，「ゲーリー・シュナイダーのこと考えている   

の？」  

それから，「私 今 そんなに粧しくない」。彼は考えていた 月のことを  

「自分・の女を手際よく愛した」グレイス・ベイリーの作中人物のことを。  

すると彼女が彼に触れ始め，彼を求め出し，彼女の上下の唇は  

柔らかな花々，彼女の肉体の密使たちとなって柔らかに細波立ち  

彼に押しつけられ，使を届き立て，甚だLく強力で，変などではなかった・・…・  

そのあとで，二人はぎごちなそうに羞じらい，変だと思おうとLた。  

彼らはもう走行の効率を得られなかった ゲーリー・シュナイターからは。  

「羽目外し」と彼が言った。すると彼女が言い返した，「羽目外し．／」。  

だが，大抵，彼らは黙っていた。戸外では大きな黄色い月が  

欠伸をした。彼は心に留めた 彼女にチューリップの花々を送ろうと。  

彼女は窓から舛を眺めながら，「素敵」という語のことを考えていた。  

彼は彼女が髪をそっと振る様子を思った。そして月は……  

それで終りだった。翌週 彼はゲーリー・シュナイダーの著書を受け取った  

郵便で。それは可美しかった。彼は彼女にチューリップの花々を送った。  

今度の作品も男女の性愛を扱っているが，前年度のものよりは，すっきりし  

ていて明解である。既に（本誌前号，pp．46－49）取り上げずみの「劫の終り  

のセステイーナ」の作者Gary Snyderが実名で発揚し，この作中の男女の性愛  

l の促進剤を務めさせられている。“neat”が「素連な」「生で」「小椅麗な」「手  
際よく」と多様な意味で用いられている他，“need”「欲求」，“丘nito”「終り」   
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と音を利用して変容されており，“Ⅲjng”も動詞に使われる他，“m刑ing乃と変  

容される。「走行の効率」云々とは，シュナイダーが車に誓えられていることに  

なろう。“tulips憎と“twolips”は鮮やかである。   

本満の筆者には，もう二篇，既に拙訳して取り上げた（セステイーナ〉作品  

がある。膨大な詩業を遺したW，H．Auden（1907－73）も，E．ビショップと  

同じく，生涯に二篇だけ（セステイーナ）を発表した。“Have a GoodTime”  

「楽しく過ごしたまえ」（1931）と“P8ySageMoralis占”「啓蒙された風景」（1933）  

である。この二篇については，相当に詳述した13〕が，若い詩人の開眼を寓喩  

する作品であった。  

＊   

本稿は，前号と今号の二回に亙って，アメリカ現代のくセステイーナ〉作品  

を，その現状を瞥見しながら，この詩型の現代における意義と可能性を模索L  

ようと志して，収集（といっても多くは他に依拠しているが）した作品を拙訳  

と共に接客したことになった。最後に，ここで取り上げた順に整理してそれら  

を並べてみよう。＊印付きのものは，別の所で拙訳■論述していて，本稿では  

言及のみのものである。現代のアメリカの作品でないものも，若干，論述の都  

合上，含まれた。〔D～⑫は本誌前号に所収。  

① EdmundGosse，“Sestina”  

② A．C．Swinburn，“Sestina，，  

③ WesliCouれ‘‘TheObsession抽mLetteT富tO血eDeadア，  

④ EzraPound，“Sestina：Altafurte”  

⑤ GarySnyder，”SestinaoftheEndoftheKalpa”  

⑥ petercooley，“NakedPoetry”  

⑦ philipDacey，“Jill，A托erwards”  

⑧ DianneWaknski，“Sestina tothe Common GlassofBeer：IDoNot  

DriIlk王主eer”  

⑨ EdwardHirBCh，“AtEresge，sDinnerinStonefhlls，Arkansas”  

⑲ RonaldWallace，“GrandmotherGrace”  

⑪JudiceKroll，“Sestina”  

⑫ DavidWqiahn，“FloatingHousesガ  

⑬ williamLogan，“Tatianalくalatschova”  

⑭ A）bertoRio5，“Nani”  

⑬ GeorgeStarlmck，“DoubleSemi－SeStina”   
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⑬＊EliヱabethBishop，“Sestina，，  

⑰串同上，“AMiraclefbrBreakh甜，  

⑬＊CandaceWarne，“BlackbirdSestina”  

⑲＊Barbara上席如witz，“EmilyDickinson’sSestinafbrMollyBloom”  

⑳＊JohnABhbery，“FarmImplementsandRutabagasinaLandscape”  

⑳＊I）analdJustice，“Sestina：HereinKatmandu”  

⑳ caroIFlint，“Lesson丘IrRefugees”  

⑳ AnneWiegard，“Chameleon（SixWordsbyPeterKlappert）”  

㊧ MillardDunn，“TheMagicianandtheAngel”  

⑳ KarenL．Taeckel，“Clipped”  

⑳JanyAllen，‘Virology，sSweetSong”  

⑳ christineLaing，“…timewillheal”  

⑳ philipMiller，“TheLuBhl脆Bar”  

⑳ HarTyBrody，“AWorkingclassSestina”  

⑳ H．R．Coursen，”Apri1，May：1981：Sestina”  

⑳ CarolynKreiterK11rylo．”TheWatersofBath”  

⑫ M且rkCraver，“Dream：TheJadeTree”  

⑳ AnneWiegard，“Story”  

⑭ GeorgeAnderson，“HitchhikinginFrance貯  

⑳ KevinM喝ee，“Automotive”  

⑯ tTohnAshbery，“ThePainter”  

⑳ 同上，“Fau6t”  

⑳ w．S．Merwin，甘VariationonaLinebyEmerson”  

⑳ 同上，“SestinarfbrRobertGraves”  

⑩ catherineBowman，“Mr．X”  

⑪＊JamesCuInmins，“Sestina”  

⑲ 同上，“Sestina”  

⑬♯W．II．Auden，“HaveaGoodTime”  

㊨＊同上，“PayBageMoraliヱ6”  

本稿（前号と今号）は，くセステイーナ〉の原作35篇を収載した。手頃な（セ  

ステイーナ〉選集としての意味がもしあるなら，今はそれでよしとしたい。こ  

の詩型は，第一連の6行で，以後33行の各行末語が決まる。行末語の選択とそ   
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の駆使が，作品全体に重要な影響を及ぼす。甚だ窮屈な定型であるから，それ  

だけに技巧を宴L，言葉の職人でもある筈の詩人に挑戦意欲を掻き立たせそう  

であるが，その割には，詩人の誰もがこの詩型を試みるわけではない。詩が言  

葉の技芸だけではないからであり，現代詩はますます，言葉の技芸ではなくなっ  

ている。技芸で詩は書けない時代なのである。それでも，〈セステイーナ〉 の  

ような詩型で，現代詩を書く意義はどこにあるのか。それは，出現するこの詩  

型の秀作に探るLかなかろう。   

詩の「定型」とは，く詩想〉 を，しかるべく角を矯めた午，という（芸術）  

作品の「詩」に，形象化する枠である。詩化力を有する枠なのである。それだ  

けに、枠に頼．るのを現代の詩人が潔しとしないのはむしろ当然でもあろう。に  

も拘わらず，最も固い枠に属する 〈セステイーナ〉 を試みる理由は何か。角を  

矯め射ナれば「詩」にならない。が，そのために牛を弱めたり殺したりしては  

何にもならない。角を席めなければ詩にならない午を，殺す程に強く角を痛め  

ることによって，角を矯める以前より強力な牛にして尚且つ詩になし得る「枠」  

だと見徹せなければ，「枠」は使う意味がない。現代そのもの，そして未来を  

も，具象化する作品を辞として形象化しなければならない現代の詩人が，〈セ  

ステイーナ〉 を試みるにはここに理由があるであろう。だからこの「枠」をや  

たらに績めては意味はない。行末語の変容は〈セステイーナ〉の価値を高める  

ものでなければ認容できないし，各詩行の長さ，音節の不定・自由化の容認に  

ついても同断である。自由であるよりも一層自由な束縛としてこの詩型を駆便  

する奔放自在な才能が必要となる。本稿のものでは，⑥～⑧，⑫，⑬，⑬～㊧，  

⑳，⑳，⑳，⑳，⑳，⑫，⑬，が，（現代〉詩として優れていよう。   

本稿の 〈セステイーナ〉 を概観すれば，形式の点では〔1ト人称の独白・意識  

の流れ，あるいは書翰体によるもの－－－－－－－（訊④，⑥～⑫，⑭，⑮，⑬，㊧，㊨，  

⑳，⑳，⑳，⑳など一と，〔2）第三者の，真上からの，あるいは横からの視点，  

語りによるもの1－（乱③，⑤，⑬，⑰，⑳．㊧～⑳，⑳～⑳，⑳，⑳，⑬～  

㊥，㊨～⑭など一に大別できるだろうが．その内容は当然ながら多種多様で  

多彩であった。ある結構・趣向をもつもの－－⑳，⑳，主としてある思索を展  

開するもの一－－－－－－1乱⑧，⑪，寓喩になっているもの－－－－－－－⑦，⑰，⑳，⑳，⑳，  

⑬，⑳，などが，この詩型の更に新たな可能性を示唆しているように思われる。   
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Thispaper，tOgetherwithoneinthelastissue，dealswith44sestina呂，350f  
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